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1. 目的 

この危機管理基本マニュアル（以下「基本マニュアル」という。）は、高知県公立大学法人

危機管理規程に基づき、学生及び教職員等に被害が及ぶおそれがある様々な危機を未然に防止

し、また、発生した場合に被害を最小限にくい止めることを目的とする。 

 

2. 危機管理の基本的な方針 

1)  全学的な危機管理体制を構築する。 

2)  対応の不十分な危機に対して必要な対策を講じる。 

3)  教職員の危機意識を向上させるため、教育・訓練を実施する。 

4)  危機管理に関する活動状況や結果を点検・見直す仕組みを構築する。 

 

3. 危機の種類 

危機とは、不安定かつ危険な状況をもたらす、もしくはもたらしかねない突発的な出来事

であり、本マニュアルで取り扱う危機は以下の通りである。 

(１)自然災害 

① 地震、津波、風水害、その他自然現象による災害 

(２)重大事故 

① 大規模な火災又は爆発事故で多数の死者又は行方不明者を伴うもの 

② ライフラインに係る事故で学生及び教職員等に重大な影響を与えるもの 

③ 危険物、毒劇物の大量流失事故 

④ その他ハラスメントを含む重大な人的被害又は物的被害が生じ、もしくは生ずるお

それのある事故 

(３)重大事件等 

① 大規模な騒乱、テロ等で人的被害又は物的被害が生じ、もしくは生ずるおそれのあ

る事件 

② その他重大な人的被害、物的被害又は大学の評価にかかわる被害が生じ、もしくは

生ずるおそれのある事件 

③ 人権侵害 

④ 業務上の過失、違法行為 

⑤ 情報漏洩 

(４)健康危機 

① 致死率又は感染力が高い重篤な感染症の発生 

② 大規模な集団食中毒の発生 

③ 毒劇物の混入、化学剤、生物剤による集団健康被害の発生 

 

(５)その他原因不明の健康被害の拡大施設内での火災、事故等 

① 設備安全管理上の重大な事故 

② 不審者侵入、不審物等によって重大な人的被害が生じ、又は生ずるおそれのあるも
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の 

③ その他施設内で人的被害が生じ、又は生ずるおそれのある災害、事故等 

 

4. 基本マニュアルと個別マニュアルとの関係 

1)  基本マニュアルは、大学全体の危機管理の枠組みであり、個別マニュアルは、個別の危

機に関して具体的な対応策を示すもの、又は各部局等における具体的な対応策を示すも

のである。 

2)  既に、個別マニュアルで管理されている危機については、そのマニュアルに従い、各部

局等が危機管理を進める。 

3)  見逃されていた危機や対策不十分な危機が発生し、又は発生するおそれがある場合は、

その担当部局等が基本マニュアルを参考にしながら、対応策を講じる。 

4)  担当部局等とは、個別の危機に関して対応を行わなければならない部局等をいう。 

 

個別規程類・マニュアルリスト 

<法人> 

 高知県公立大学法人危機管理規程 

緊急に対処すべきさまざまな事象に伴う危機に迅速かつ的確に対処するための規程 

 高知県公立大学法人防火・防災対策規程 

防火・防災の管理について必要な事項を定めた規定 

 

<県立大学> 

 高知県立大学危機管理基本マニュアル 

高知県公立大学法人危機管理規程に基づき、危機を未然に防止し被害を最小限にくい止める 

 高知県立大学 池キャンパス震災対策マニュアル 

地震防災活動として組織的に取り組む事項を定め、活動の具体化、円滑化を図る 

 高知県立大学震災対策マニュアル永国寺キャンパス編 

地震防災活動として組織的に取り組む事項を定め、活動の具体化、円滑化を図る 

 高知県立大学池キャンパス消防計画 

池キャンパスにおける防火・防災管理についての必要事項を定め、火災の予防及び火災・大

規模地震、その他災害による人命の安全、被害の軽減、二次的災害発生の防止を図る 

 高知県公立大学法人消防・防災計画永国寺キャンパス  

永国寺キャンパスにおける防火・防災管理業務について必要な事項を定め、火災及び地震等

の災害の予防及び被害の軽減を図る 

 合同災害訓練 災害対策本部運営マニュアル 

池キャンパスの高知医療センターとの合同災害訓練にかける本部運営マニュアル 

 

＜その他の個別マニュアルおよび申し合わせ＞ 

 高知県立大学風水害等非常時における授業・学期末試験の取り扱いについて（申し合わせ） 

風水害等非常時における授業・学期末試験の取り扱いについて 
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 学外で行う課外活動における安全への配慮について（申し合わせ） 

高知県立大学の学生団体が学外において、安全で安心な活動を行ってもらうための事項 

 高知県立大学における公的研究費の不正発生時の取扱について 

高知県立大学に交付される研究費の不正な使用が明らかになった場合(疑いのある場合を含

む)の取扱についての定 

 高知県立大学ハラスメント防止のためのガイドライン 

高知県立大学ハラスメント防止のためのガイドライン 

 危機管理広報マニュアル 

危機が発生した場合、いち早く学生等大学関係および地域住民に広報し、拡大・二次被害な

どへの不安を解消する 

 

 

危機管理・防災関係の規程等及び対応する組織の体系 
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5. 平時における危機管理 

平時には、危機管理本部が常時機能する。 

 

1)  各部局が管理するべきリスク 

リスクとは、将来のいずれかの時において何か悪い事象が起こる可能性であり、本マ

ニュアルで取り扱うリスクは以下の通りである。 

(1) 運営リスク（建物の滅失、教育・研究が実施できなくなることなど、大学運営に関して

生ずるリスク） 

(2) 法規制上のリスク（労働安全衛生、環境保護、労働者の権利擁護、麻薬等の取り締まり

など、大学が遵守又は指導すべき法令や規制上のリスク） 

(3) 財務的リスク（施設の滅失、財産の盗難、著作権の侵害など、大学の資産に対するリス

ク） 

(4) 政治又は名声にかかるリスク（立法関係者や国民の大学に対する評価の低下によるリス

ク） 

(5) 科学技術上のリスク（サーバーダウン、研究成果の流失、電子記録の改ざんなど、情報

通信をはじめとする科学技術分野のリスク） 

 

              

             日常（平常時）：危機管理本部 

 

2)  各部局の平時におけるリスク管理 

(1) 各部局等は、所掌事務等の規程や職務上の立場から部局等が管理すべきリスクを以下に

従って明確にする。 

イ) リスク情報の収集とその分析を部局単位で適宜行う。 

ロ) 部局等が抱えるリスクを抽出し、リスクを分類整理する。 

(2) 各部局等は、部局等で管理すべきリスクに対して、予想される危機の大きさを評価す

る。 

役割 担当役職

本部長 学長

本部統括 事務局長

副本部長 副学長

情報収集統括 事務局次長

広報・渉外統括 事務局次長

学生統括

学生部長

学生支援部長

教務支援部長

教職員統括 総務部長

施設・警備統括 財務施設課長

永国寺キャンパス
事務局次長

学務支援室長
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イ) 危機の大きさの評価は、危機発生の可能性、学生、教職員等に及ぶ被害の影響の大

きさ、ニーズ・法的要求事項などの重要度を考慮して行う。 

ロ) 管理すべきリスクについて対策レベルの現状を把握する。 

(3) 各部局等は、対策を講ずべき個別リスクごとに対応策を検討する。 

イ) リスクごとの主な危機要因の抽出、効果的な対策の列挙、対策の現況の把握、実施

する対策の選定、対策の具体的内容と実施時期の決定などの手順により計画的に進

める。 

ロ) 緊急性や切迫性の高いものへ優先的な施策、費用対効果、実現可能性、新たな危機

要因の出現の回避、過去の事例が実証する効果的な対策の導入、関係機関との連携

などに留意して立案する。 

 

3) 自衛消防組織の編成 

自衛消防組織は、火災及び地震等の災害時の初期活動や応急対策を円滑に行い、建築物

の利用者の安全を確保するため、消防法第８条の２の５に基づき設置されるものである。 

(1) 管理権原者は、火災、地震その他の災害等による人的又は物的な被害を最小限にとどめる

ため自衛消防隊を編成するものとする。 

(2) 自衛消防隊の編成及び任務は、消防計画別表7のとおりとする。 

 

4) 自衛消防組織の活動 

(1) 自衛消防隊の活動範囲は、防火対象物全体（池キャンパスおよび永国寺キャンパス敷地内

の建物）とする。 

(2) 隣接する防火対象物からの災害を阻止する必要がある場合は、統括管理者の判断に基づき

活動する。 

(3) 統括管理者は、自衛消防業務講習受講者等の資格者がその任にあたり、火災、地震その他

の災害が発生した場合の自衛消防活動について、その指揮、命令、監督等一切の権限を有

する。 

(4) 自衛消防隊長は、指揮班班長を兼ね、統括管理者の意見を聞きながら自衛消防隊の指揮を

とる。 

 

管理権原者の取り組み、自衛消防組織の運用、装備、日常の点検・検査、および平時からの

火災予防対策及び地震予防対策については、「消防計画」参照のこと。 

 

6. 減災・防災教育および訓練 

1) 減災・防災教育及び訓練 

教育・訓練の主要目的は、マニュアル等の周知、危機管理意識の涵養、緊急対応に関する知

識習得とする。当該危機の緊急対応のための教育・訓練は、担当部局等が主管となって実施す

る。 
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2) 減災・防災教育の内容 

減災・防災教育の内容は、実施者の任務分担を定め、おおむね、次によるものとする。 

(1) 消防計画について 

(2) 学生及び教職員等の守るべき事項について 

(3) 火災発生時の対応について 

(4) 地震時の対応について 

(5) 水害発生時の対応について 

(6) その他火災予防上及び自衛消防活動上必要な事項 

 

3) 訓練の実施 

火災、地震その他の災害等が発生した場合、迅速かつ的確に所定の行動ができるよう次に

より訓練を行うものとする。 

(1) 基本訓練: 通報、消火、避難誘導、安全防護、救護、震災の訓練 （随時） 

(2) 総合訓練: 上記の基本訓練を組み合わせた訓練 （年1回以上） 

 

4) 訓練時の安全対策 

訓練指導及び安全管理を担当するものを防火・防災管理者とし、訓練時における事故防止

等を図るため、次の安全管理を実施するものとする。 

(1) 訓練実施前 

(ア)訓練に使用する施設、資機材及び設備等は、必ず事前に点検を実施するものとする。 

(イ)事前に自衛消防隊の隊員の服装や資機材及び健康状態を的確に把握し、訓練の実施

に支障があると判断した場合は、必要な指示又は参加させない等の措置を講じるこ

と。 

(2) 訓練実施中 

(ア)安全管理を担当する者は、訓練の状況全般が把握できる位置に、補助者は安全管理

上必要な箇所に配置し、各操作及び動作の安全を確認すること。 

(イ)訓練中において、使用資機材及び訓練施設に異常を認めた場合は、直ちに訓練を停

止して、是正措置等を講じること。 

(3) 訓練終了後 

訓練終了後の資機材収納時についても、手袋、保安帽を着装させるなど十分に安全を

確保させること。 

 

7. 危機発生時の対応 

1) 緊急時（有事） 

(1) 初期の対応体制 

危機が発生した場合の初期対応は、部局等が責任を持って、適切な対応を行う。なお、危機

対策本部が設置される場合以外は、部局等が、危機事象の終息まで対応を行うものとする。 

第１報を受けた初期対応部局等は初期対応を行う。その後、関連すると思われる対応部局等

との連携を図る。 
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（ア） 危機の発生時 情報の連絡体制 

① 危機の発生時には、その発見者又は情報を入手した者（以下「発見者」とい

う。）は、所掌する事務、事業、施設等を問わず部局等の長に報告し、報告を受

けた部局等の長は、直ちに初期対応担当事務部（下表）に連絡するなど適切な措

置を講じる。 

 

事  象 担当事務部 

地震、台風などの自然災害、不審者の侵

入、事件、事故、火災、盗難、破損、施設

異常、建物・設備等に関わるもの 

財務施設部 

学生に関わるもの(寮に関するものも含む) 学生支援部 

さくら寮:池学生

支援部 

あふち寮:永国寺

学生支援部 

教職員に関わるもの 総務部 

学内の情報ネットワークに関わるもの 図書情報部 

その他 総務部 

 

② 部局等の長は、警察署・消防署等の関係機関に通報が必要な場合は、自らの判断

で通報を行う。 

③ 緊急を要すると判断される場合は、発見者の判断で通報し、支援を要請するもの

とする。 

④ 危機が時間外に発生した場合、発見者は緊急連絡網に従い、迅速に通報する。 

なお、連絡先の者が不在の場合は、下位の代理者へ直接連絡すること。 

⑤ 部局等の長は、法人本部に適宜連絡する。 

⑥ 情報の共有化を図るために、初期対応部局等の長は、関連する部局等の長に適宜

連絡すること。 

 

（イ） 参集体制 

    時間内とは、平日の 8時 30 分から 17時 15 分とする。時間外とは、それ以外の

時間帯を言う。 

① 時間外に発生した場合は、初期対応部局等の長の判断で、必要に応じて部局等の

教職員を緊急招集する。（部局等の教職員の緊急連絡網） 

② 緊急連絡網で連絡を受けた教職員は速やかに大学へ参集する。 

参集場所は、原則として教職員の勤務するキャンパスとする。交通の途絶等によ

って、勤務するキャンパスに参集できない場合は、参集可能なキャンパスに参集

する。 

③ 大学の危機の発生をテレビ等により覚知した場合は、教職員は緊急連絡網による
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連絡を待たずに速やかに参集する。 

④ 暴風、豪雨、地震、落雷その他異常な自然現象による危機の場合は、家族、家屋

等の安全を確認した後、参集可能な場合は速やかに参集する。 

 

（ウ） 危機情報連絡のポイント 

① 覚知した内容は、第１報として速やかに伝達する。 

② 危機情報は「５Ｗ１Ｈ」を把握することとする。一部不明な項目があっても知り

得た情報の範囲内で取り急ぎ第１報を行う。 

③ 覚知した内容が、緊急・異常事態に該当するかどうか判断に迷った場合は、ま

ず、緊急・異常事態とみなし、対応する。 

④ 原則として危機情報の連絡は、別紙様式「危機事象発生報告書」を使用する。 

 

（エ） 地震が発生した場合の配備基準及び動員体制 

地震が発生し、又は発生する恐れのある場合、職員の非常参集、情報収集・連絡体制

の確立等、必要な配備体制は以下による。 

① 下記の配備基準に該当した時は、速やかに大学に参集し、任務にあたるものとする。 

② 第三配備時に、公共交通機関等の途絶、道路の決壊等により大学に参集することが

困難な場合は、その旨を大学に連絡し、参集可能なキャンパスに参集する。 

③ 配備要員は、勤務時間外においても地震又は津波の発生を覚知した場合は、速やか

に参集し、配備につくものとする。 

 

配 備 体 制 配 備 基 準 動 員 体 制 

震災第一配備 

（警戒体制） 

県内に津波注意報が発表さ

れた時 

居所又は事務室での情報収

集 

震災第二配備 

（厳重警戒体制） 

高知市内に震度４以上の地

震が発生した時 

津波警報が発表された時 

 

情報収集と学生・教職員への

行動指示 

学長、副学長、学生部長、学

部長、研究科長、事務局長、

次長、総務部長、財務施設部

長、教務支援部長、学生支援

部長、その他学長が必要と認

める者 

震災第三配備 

（災害対策本部設置） 

 

高知市内に震度５弱以上の

地震が発生した時 

全員参集し役割分担に基づ

き任務遂行 

 

2)  危機対策本部の設置 

高知県公立大学法人危機管理規程第６条第２項に定める大学に設置する危機対策本部は、以

下のとおりとする。 
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(1) 危機対策本部の設置 

  災害の場合の危機対策本部の名称は、「災害対策本部」を用いる。 

(ア) 災害の場合 

     災害が発生した場合は、直ちに災害対策本部を設置する。 

  (イ) 災害以外の場合 

     危機対策本部を設置し、危機の内容により、構成員および場所を、学長、局長により

決定する。 

 

学長は、危機対策本部設置を宣言し、理事長に設置を報告する。 

 

 

 

 

(2) 危機対策本部の業務 

(ア)危機の情報収集及び情報分析 

(イ)危機において必要な対策の決定及び実施 

(ウ)学生及び教職員等への危機に関する情報提供 

(エ)危機に係る関係機関との連絡調整 

(オ)危機に関する報道機関への情報提供 

(カ)部局等と危機対策本部との連携に関すること 

(キ) その他危機への対応に関して必要な事項 

 

(3) 危機対策本部の組織 

危機対策本部の組織は、下表のとおりとする。 

    

統括名 担当役職 班 役割

本部員 学長

本部統括 事務局長 指揮班 本部機能の維持、配備体制の決定・周知、各種対応の指示

副本部長 副学長

情報収集統括 事務局次長 情報収集連絡班
災害に関する情報収集、分析、学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報

収集及び情報共有

広報・渉外統括 事務局次長 広報班 報道機関等に提供する情報の整理、発表

避難誘導統括 教務支援部長 避難誘導班 被災者の誘導

学生統括 学生部長、学生支援部長 学生対策班 学生の安否の確認、被災した学生の対応

教務統括 教務部長、教務支援部長 教務班 大学の教育研究活動の維持・継続の対応

教職員統括 総務部長 職員対策班 教職員の安否の確認、被災した教職員の対応

施設・警備統括 財務施設課長 安全対策班
池及び永国寺の施設の被災状況の調査・整理、施設の維持管理、キャンパ

スの警備、施設のライフラインの整備と管理

避難所統括 社会福祉学部長 避難住民対策班 地域住民による避難所の支援

救護所統括 看護学部長 救護所班 医療センターと協働した救護所の運営

食料等対応統括 健康栄養学部長 食料等対応班 食料等に関する物資の監理、炊き出しの実施

永国寺キャンパス
地域教育研究センター長

文化学部長、事務局次長

法人本部と県立大学との連絡調整

県立大学の永国寺キャンパス支部の運営
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本部長 学長 

副本部長 本部長が指名する副学長等 

本部員 本部長が指名する者 

（事象に応じて、関係する部局等の長、

委員会等の長、その他教職員） 

 

(4) 危機対策本部設置の周知 

危機対策本部が設置された場合は、全学一斉に大学ホームページ、学内掲示板又は学内

の連絡手段メール、一斉放送等で伝達する。この後は、危機対策本部の権限が他の通常権

限に優先する。なお、ホームページ及びメール等の情報通信機器の使用ができない場合

は、学内への掲示により行うものとする。 

 

(5) 危機対策本部の設置場所 

地震の場合は、池キャンパス本部・健康栄養学部棟３階講義室、その他の危機の場合は

２階会議室を他に優先させて本部とする。火災等の状況により、指定された場所に設置で

きない場合は、他の場所を確保する。 

また、必要に応じ永国寺キャンパスに危機対策本部永国寺支部を設置する。 

 

(6) 緊急時の関係機関連絡先 

危機に関し連携が必要な関係機関は、別紙（「緊急時の関係機関連絡先一覧」）のとお

り。 

 

(7）要員の確保 

(ア)危機対策本部の構成員となる者は、危機対策本部の設置の有無が判明するまで本学に待

機するものとする。 

(イ)危機対策本部長は、勤務時間内に危機対策本部を設置したときは、家族、家屋等の安全

が確認できた教職員を中心に、危機対策本部の要員を確保する。 

(ウ)危機対策本部長は、勤務時間外に危機対策本部を設置したときは、直ちに構成員を招集

し、出勤してきた教職員により、危機対策本部の要員を確保する。 

(エ)危機対策本部長は、危機対策本部の業務が２４時間体制となる可能性が高いことから、

教職員の心身の健康に十分留意する。 

(オ)危機対策本部長は、平常業務遂行要員の確保に努める。 

(カ)危機対策本部長は、家族の負傷等教職員個々の状況に応じて必要な場合は教職員を帰宅

させる。 

① 帰宅させる場合は、交通事情、道路事情に注意し、安全を確認したうえで帰宅さ

せ、帰宅後、被災状況を当該教職員が所属する各部局等の長に報告させる。部局等

の長は、状況を集約し危機対策本部に報告する。 

② 帰宅した教職員は、家族の安否、家屋の被災状況等を確認のうえ、出勤可能となっ

た場合は直ちに出勤する。 
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③ 帰宅した教職員は、家族、家屋が重大な被害を受けた場合には、その旨を当該教職

員が所属する部局等の長に報告し、家族の看護、家屋の復旧のための応急措置を行

った後、可能な限り早期に出勤するよう努める。 

 

8. 回復時（危機終息時） 

1) 危機対策本部の解散 

(1) 危機事象への対処が終了し、その旨の理事長への報告をもって危機対策本部は解散す

る。 

(2) 危機対策本部が解散された場合は、全学一斉に大学ホームページ、学内掲示板又は、学

内の連絡手段（メール、一斉放送等）で伝達する。また、地域社会及び県等に報告し、

場合によっては記者会見を実施する。 

2) 記録 

(1) 各部局等は、それぞれが行った緊急対応を時系列で記録・整理し、事務局長へ報告す

る。 

(2) 事務局長は、緊急対応の記録の報告を受け、とりまとめを総務部に命じる。 

 

3) 分析、評価と再発防止策 

(1) 教育研究審議会において、危機発生原因の分析、緊急対応の評価を実施し、必要に応じ

て個別マニュアルの見直しを含む再発防止策を講じる。 

 

9. 緊急時の広報 

 緊急時の広報に関しては、「危機管理広報マニュアル」を参照。 
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高知県立大学危機管理基本マニュアル 

各論編 
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各論 1 合同災害訓練 災害対策本部運営マニュアル 

 

1. 災害対策本部組織図 
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必要物品 

 

発電機、投光器、トランシーバー、パソコン 2 台(安否確認用 1、TV 用 1)、プロジェクター、

ラジオ、コピー機、テーブルタップ(3～5 本）、電源コードリール×3、ホワイトボード（備え付

け）、ホワイトボード紙(簡易貼り付け式)、ホワイトボードマーカー、メガホン、連絡先名簿（行

政機関、医療機関、学生、教職員）机、椅子、名札立て、時計、ガムテープ、筆記用具(ポールペ

ン(黒、赤 数本)、コピー用紙))、災害対策本部の張り紙、ビブス 
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2. 災害対策本部役割分担 

高知県立大学災害対策本部（池本部棟 A316） 30 名(うち永国寺 3 名)  

役割 活動内容 担当役職・課名 担当者名等 

1)本部長 災害対策本部の統括 学長  

2)本部統括 

（指揮班） 

本部機能の維持 

配備体制の決定・周知 

対応の指示 

事務局長 

（補佐：事務局次長） 

 

3)副本部長 本部長の補佐 副学長  

4)情報収集統括 

5)広報・渉外統括 

（情報収集連絡

班） 

(広報班) 

情報の収集と学内周知 

渉外、広報、報道対応 

永国寺連絡及び大学内避難・被

災状況集約 

 

事務局次長 

（総務課、教育研究戦 

略課、図書情報課） 

 

 

6)避難誘導統括 

（避難誘導班） 

避難者の避難誘導、避難状況の

把握 

建物内残留者の確認 

教務支援部長 

(教務課、入試課、総務

課、国際交流課、学生・

就職支援課職員) 

 

          

安否確認 

7)学生統括 

(学生対策班) 

 

 

 

学生、教職員の安否確認 

学生の安否確認・集計、学生対

応 

 

 

 

 

学生部長 

学生支援部長 

 

看護学研究科長 

 

 

8)教職員統括 教職員の安否確認・集計、教職

員対応 

総務部長  

9)施設・警備統括 

（安全対策班） 

学内の被災状況の把握 

 

財務施設課長 

（財務施設課） 

 

10) 避難所統括 

(避難住民対策班) 

避難所の運営 社会福祉学部長 

(避難所統括者) 

 

11) 救護所（軽症

者エリア）統括 

(救護所班) 

医療センターとの軽症者エリア

の運営 

看護学部長 

(救護所統括者) 

 

12) 食料等対応統

括(食料等対応班) 

食料等に関する物資の管理 健康栄養学部長 

(食料等統括者) 

 

永国寺キャンパス 

※2 階会議室 216 

法人災害対策本部県大統括 

 

県大災害対策支部統括 

通信連絡担当 

地域教育研究センター

長（地域連携担当） 

文化学部長 

（永国寺職員役） 
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本部要員の役割 

1) 本部長: 学長 

・災害対策本部の立ち上げを宣言する。 

・学生および教職員の一次避難場所への避難状況を確認し、災害対応の方針を決定する。 

・池および永国寺の県立大学の被害状況を確認し、災害対応の方針を決定する。 

・災害対応全体の指揮をとり統括する。 

・安否確認システムによる学生および教職員の安否確認を指示する。 

・軽傷者・避難者の受入を決定する。 

・災害の状況に応じて、教職員の召集の必要性やその範囲を判断し、教職員統括に教職員の召集を指

示する。 

・学生への対応を決定する。 

・永国寺キャンパス高知県立大学災害対策支部に、定期的に永国寺キャンパスの状況を報告させる。 

・法人本部に定期的に県立大学の状況を報告する。 

・施設および避難所の維持運営の指揮をとり統括する。 

・それぞれの統括者から定期的に情報を得る。 

・学外機関や報道機関への対応を行う。あるいは、対応の指示をする。 

・災害対応の終了を宣言する。 

 

2) 本部統括: 事務局長   

・本部を具体的に立ち上げ、本部機能の維持を統括する。 

・学内の避難状況、被災状況を把握する。 

・以下の各役割を担当する 

 ・職員(教職員統括) 

 ・施設・警備(施設・警備統括) 

 ・避難誘導(避難誘導統括) 

 ・情報収集(情報収集統括) 

 ・広報・渉外(広報・渉外統括) 

・情報のとりまとめ、災害対策本部長への報告・相談を行う。 

【本部要員の業務】 

・本部環境を整える。 

・本部に必要な機器類を準備する。 

・収集情報を掲示する。  

 

3) 副本部長: 副学長 

・本部長を補佐する。 

・以下の各役割を担当する 

 ・学生(学生統括)  (学生教員担当) 

 ・教員(教職員統括)  (学生教員担当) 

 ・避難所(避難所統括)  (救護所等担当) 

 ・救護所(救護所統括)  (救護所等担当) 

 ・食料等(食料等統括)  (救護所等担当) 

・情報のとりまとめ、災害対策本部長への報告・相談を行う。 

 

4) , 5) 情報収集及び広報・渉外統括: 事務局次長 

・災害に関する情報収集(ラジオ、テレビ、インターネット、等)を統括する。 

・収集した情報を分析し統括する。 

・学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報収集及び情報共有を統括する。 

・メディアへの発表を統括する。 

・報道機関に提供する情報整理を統括する。 

【情報収集・広報対応要員の業務】  

・本部の通信環境を整え、必要な機器類を準備する。 

・県、市、消防等の関係機関への通報、連絡を行う。 

・災害に関する情報収集(ラジオ、テレビ、インターネット、等)を行う。 
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・収集した情報を分析する。 

・学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報を収集する。 

・収集した情報を掲示する。 

・学内、学外に対する情報発信を行う。 

・メディアへの発表（記者会見、掲示、FAX 等）の場所、時間を設定し、報道機関に連絡する。 

・報道機関に提供する情報(学生の状況、教職員の状況、施設の被災状況、避難所の状況、等)を

整理する。 

・情報を適宜、学内で共有できるようにする。 

 

6) 避難誘導統括：教務支援部長 

・被災者の誘導を統括する。 

・学内の学生、教職員及び来訪者等の安否確認と結果の集計を行う。 

【避難誘導対応要員の業務】 

・被災者を避難場所に誘導する。 

・避難者を把握する。 

・学生、保護者、教職員家族からの問合せに対応する。 

・建物内の残留者の確認を行う。 

・帰宅困難者に対する支援を行う。 

 

7) 学生統括: 学生部長・学生支援部長 

・池と永国寺の学生の一次避難状況を確認し統括する。 

・学生の安否の確認を統括する。 

・本学に避難した学生の対応を統括する。 

【学生対応要員の業務】 

・学生および教職員の一次避難状況を確認する。 

・全ての学生の安否確認をする。 

・本学に避難した学生の対応をする。 

 

8) 教職員統括: 総務部長 

・教職員の安否の確認を統括する。 

・教職員の対応を統括する。 

【教職員対応要員の業務】 

・全ての教職員の安否確認をする。 

・教職員の対応をする。 

・必要に応じて、召集をかける。 

 

9) 施設・警備統括: 財務施設課長 

・池および永国寺の施設の被災状況の調査を統括する。 

・施設の維持管理を統括する。 

・池キャンパスの警備を統括する。 

救護所（軽傷者エリア）統括：看護学部長 

・医療センターと協力して、救護所の運営を統括する。 

避難所統括：社会福祉学部長 

・地域住民との避難所の運営を統括する。 

食料等統括：健康栄養学部長 

・避難所運営に伴う、食料等に関する物資の管理を統括する。 

 ・避難者の受入後、炊き出しの実施を統括する。 

 

【施設対応要員の業務】 

・津波の状況を高層階から見張る。 

・本部棟、体育館、共用棟、看護学部棟、看護福祉棟、社会福祉学部棟の各棟の被災状況を手分

けして調査し、施設本部要員に報告する。 

・建物内残留者の確認、要救助者の発見、救出を行う。 
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・施設・設備の被害を確認し、応急措置を行う。 

・火災発生時の初期消火を行う、又は指示する。 

・危険箇所の立入禁止措置、障害物の排除を行う。 

・施設のライフライン、通信手段を確保する。 

・避難所、救護所、食料対応の運営について各統括からの支援依頼に対応する。 

 

3. 永国寺キャンパスの対応 

  ＭＣＡ無線により、池本部とのコミュニケーションを保つ。ＭＣＡ無線の操作方法は、以下の通りで

ある。 

ＭＣＡ無線をキャンパス間で交信できるように「全グループ」にセットする。 

セット方法：①電源キーを押して電源を入れる。②モードキーを押して「全グループ」を選択する。③左

横のプレストークスイッチを押すと接続される。 

 ※プレストークスイッチ：通信で話す場合の押しながら話すスイッチ 

 

1) 県立大学永国寺災害対策支部統括(文化学部長) 

・県立大学の学生および教職員の避難状況を確認する。 

・県立大学永国寺キャンパスの状況を、県立大学災害対策本部(池)に報告・相談する。 

・災害の状況に応じて、法人災害対策本部と連携しながら、教職員の召集の必要性やその範囲を判断

し、教職員の召集を検討する。 

・県立大学災害対策本部(池)および法人災害対策本部と相談しながら、学生への対応を決定する。 

 

2) 法人災害対策本部県立大学統括(地域教育研究センター長) 

・法人災害対策本部と県立大学災害対策本部(池)および県立大学永国寺災害対策支部(文化学部長)と

連携しながら、県立大学の窓口として法人災害対策本部にて連絡、調整を行なう。 

・その他、法人災害対策本部の県立大学統括としての役割を果たす。 

3) 永国寺と池の連絡がとれない場合 

法人災害対策本部県立大学統括(地域教育研究センター長)および県立大学永国寺災害対策支部統括

(文化学部長)は、協力して法人災害対策本部と連携し、学生および教職員の安否確認をはじめ、災害対

策および事業継続に努める。 

 

4. アクションカード 

 

1) 本部長: 学長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□本部長であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□災害対策本部の立ち上げを宣言する。 

  想定＜６時間後＞ 

□災害対応全体の指揮をとり、本部統括および副本部長とともに統括する。 

□情報分析の結果から、救護所運営(軽症者受入)が可能かどうか判断し、医療センターにその旨連絡す

る。(連絡は、医療センター院内 PHS《6220、6221》もしくはトランシーバー《交信チャンネル CH9》

を使用する) 

□災害対応の終了を宣言する。 

 

2) 本部統括: 事務局長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□本部統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□災害対策本部を立ち上げる。 

     本部立ち上げ時は混乱するので、一次避難者の点呼集約と、災害対策本部立ち上げ・設営は、発災直

後は以下の通りの役割分担とする。 

○ 点呼集約：情報収集担当（総務課、教育研究戦略課等）（A316 教室前方） 

○ 災害対策本部立ち上げ･設営：点呼集約に当たっていない職員（総務、財務、戦略課） 

□本部要員の参集状況を把握し、本部長に報告する。 
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□本部要員（情報収集担当・施設担当等）に、必要な機器類を準備し、本部の環境を整える様に指示す

る。 

□情報収集統括に、永国寺も含め各学部指定の一次避難場所の安全確認と点呼の結果を報告すること

を指示する。 

□教職員統括に、学内にいる教職員の状況を報告することを指示する。 

□施設統括に、キャンパスの被災状況を調査し、報告することを指示する。 

□施設統括に、津波の状況を高層階から見張り、報告することを指示する。 

□情報収集統括に、携帯ラジオで地震情報・震度情報・津波情報を受信し、報告することを指示する。 

□収集した情報を掲示するように指示する。 

□状況を、定期的に本部長に報告する。 

  □「津波警報解除」を確認する。 

  □「医療センターと池キャンパスの地面レベルの津波浸水を免れた」ことを確認する。 

□集まった情報を適宜分析し、整理し、掲示することを指示する。 

□安否確認システムによる学生および教職員の安否確認を指示する。 

□情報分析の結果から、災害対応の方針を決定する。 

□災害の状況に応じて、教職員の召集の必要性やその範囲を判断し、教職員統括に教職員の召集を指

示する。 

□それぞれの統括者から定期的に情報を得る。 

□学外機関や報道機関への対応を行う。 

 

3) 副本部長 副学長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□副本部長であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□本部長を補佐する。 

□学生統括と相談しながら、学生への対応を決定する。(学生教員担当) 

□教職員統括と相談しながら、教員への対応を決定する。(学生教員担当) 

□避難所統括と相談しながら、避難所の開設を指示する。(救護所等担当) 

□救護所統括と相談しながら、救護所(軽症者エリア)の開設を指示する。(救護所等担当) 

□食料等対応統括と相談しながら、食料等の対応を指示する。(救護所等担当) 

 

4) 情報収集統括: 事務局次長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□情報収集統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□災害に関する情報を高層階からの監視(施設要員に依頼)、ラジオ、テレビ、インターネット、等か

ら収集し、整理する。(高層階からの監視とラジオほか通信機材での津波情報把握が極めて重要) 

□収集した情報を分析し、本部内に掲示する。 

□学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報を収集し、整理する。 

□学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報を、本部内に掲示する。 

□情報収集の状況を、定期的に本部統括に報告する。 

  

 4)-1 情報収集要員 1 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、トランシーバー、連絡先名簿（行政機関、医

療機関、その他必要な書類)、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本

部)に移動する。 

□情報収集連絡要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□一次避難者情報の報告を受け情報集約シートに記載し集約を行う（A316 教室前方）。 

□本部統括の指示に従い、本部の環境を整える(その 1)。 

  □マニュアルに則り、机と椅子を並べる。 

□トランシーバーと貸し出し簿を机に並べる。 

□トランシーバーを 1 つ CH2 にセット(学内用)し、本部の机の上に置き、学内のやり取りを傍受

可能とする。 
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□トランシーバーを 1 つ CH9 にセット(医療センター用)し、本部の机の上に置き、医療センター

とのやり取りを傍受可能とする。 

□ＭＣＡ無線（1 台）を「全グループ」にセットし、他キャンパスとのやり取りを傍受可能とする。 

□本部統括の指示に従い、本部に必要な機器類を準備する。 

  □机、□椅子、□名札立て、□トランシーバー、□ホワイトボード（備え付け）、□ホワイトボー

ド紙(簡易貼り付け式)、□ホワイトボードマーカー、□コピー機、□パソコン 4 台、□プロジェク

ター、□テーブルタップ、□メガホン、□連絡先名簿（行政機関、医療機関）、□時計、□ガムテ

ープ、筆記用具(ポールペン(黒、赤 数本)、コピー用紙) 

□本部統括の指示に従い、本部の環境を整える(その 2) 

  □マニュアルに則り、名札立てを配置する。 

□ホワイトボード紙(簡易貼り付け式)を貼り付ける。 

  □マニュアルの「本部ホワイトボード記載例」を利用し、ホワイトボード（備え付け）およびホワ

イトボード紙(簡易貼り付け式)にタイトルを記入する。 

□コピー機、パソコン、プロジェクターをマニュアルに則り設置する。 

□メガホン、連絡先名簿（行政機関、医療機関）を所定の場所に配置する。 

□収集された情報を、タイトル毎に時刻とともに記入する。 

□その他、本部統括および副本部長の指示に従い、本部運営を行う。 

 

 4)-2 情報収集要員 2 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、ラジオ、その他必要な書類、災害マニュア

ル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□情報収集連絡要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□本部の通信環境を整え、必要な機器類を準備する。 

□災害対策本部(A316)と災害対策本部 2 と 3(A311、A312)に災害対策本部の掲示をする。 

□ラジオを NHK 第 1(高知 990kHz、松山 963kHz 、高松 1368kHz)に合わせ、情報収集を開始す

る。 

□大型液晶テレビを用意し、情報を収集する。 

□大型液晶テレビに限らず、電源等のコード類につまずかない様にガムテープ等でとめる。 

□LAN が繋がる場合、インターネットから情報収集をする。 

□学内 LAN が不通の場合は、携帯電話や Wi-Fi 等で情報収集をする。 

□収集した情報を整理し、情報収集統括等と共に分析し、本部内に掲示する。 

□学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報を収集し、整理する。 

□学内の各部署及び永国寺キャンパスの情報を、本部内に掲示する。 

□情報収集の状況を、定期的に情報収集統括/本部統括に報告する。 

 

5) 広報・渉外統括: 事務局次長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□渉外・広報統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□学外の連絡先リストを確認する。 

□報道機関の待機場所を確保し、掲示する。 

□報道機関への提供対象となる情報(学生の状況、教職員の状況、施設の被災状況、避難所の状況、

等)を整理する。 

□整理された情報を元に、法人本部と連携しながらメディアへの発表内容を検討する。 

□メディアへの発表内容を副本部長、本部統括、総務部広報担当等と協議し、決定する。 

□メディアへの発表（記者会見、掲示、FAX 等）の場所、時間を設定し、報道機関に連絡する。 

□メディアへ発表内容を伝える。 

□広報・渉外の状況を、定期的に本部統括に報告する。 

 

 5)-1 広報・渉外要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、学外の連絡先リスト(その他必要な書類)、

災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□広報・渉外要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 
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□広報・渉外統括と共に、学外の連絡先リストを確認する。 

□報道機関から問い合わせ等があった場合、報道機関の待機場所を確保し、掲示する。 

□報道機関への提供対象となる情報(学生の状況、教職員の状況、施設の被災状況、避難所の状況、

等)を整理する。 

□整理された情報を元に、メディアへの発表内容を広報・渉外統括と共に検討する。 

□本部統括、情報収集統括（広報・渉外統括）等の協議により決定されたメディアへの発表内容を整

える。 

□メディアへの発表（記者会見、掲示、FAX 等）の場所、時間を設定し、報道機関に連絡する。 

□広報・渉外統括によるメディアへの発表を支援する。 

□報道機関の状況を、定期的に広報・渉外統括/本部統括に報告する。 

 

6) 避難誘導統括: 教務支援部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□避難誘導統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□避難誘導担当となる職員に、学内の学生・教職員を安全な場所に誘導し、避難者の状況を把握し、

本部に伝達するよう指示する。 

□一次避難者情報の報告を受け、情報集約シートに記載し集約を行う（A316 教室前方）。 

□建物内の残留者の確認を行うよう指示する。 

□軽症者、避難者の誘導を誘導係員に指示する。 

□避難・誘導の状況を、定期的に本部統括に報告する。 

  

6)-1 避難誘導対応要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、池キャンパスの建物配置図等(その他必要

な書類)、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□避難誘導対応要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□学内の学生・教職員を安全な場所に誘導し、避難者の状況を把握し、本部に伝達する。 

□建物内の残留者の確認を行う。 

□軽症者、避難者の誘導を誘導係員に伝える。 

□定期的に誘導係員の配置場所を回り、状況を避難誘導統括/本部統括に報告する。 

□避難誘導の状況を、定期的に避難誘導統括/本部統括に報告する。 

 

7) 学生統括: 学生部長・学生支援部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□学生統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□学生対応要員に、情報収集連絡担当で集約された一次避難者のうち学生についての確認を行うよう

指示する（A316 教室前方）。 

□学生対応要員に、学生の安否確認をするように指示する。 

□学生対応要員に、学生の安否確認の状況を定期的に報告させ、他の安否確認の方法等も検討しなが

ら、最後の一人まで安否を確認する。 

□学生の安否確認の状況を、定期的に副本部長(学生教員担当)に報告する。 

□本学に避難した学生を明確にし、施設統括及び避難所統括と連携して、避難所運営に参加してもら

う。 

□学生からの相談に対応する。 

□学生の状況を、定期的に副本部長(学生教員担当)に報告する。 

 

7)-1 学生対応要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、学生名簿(その他必要な書類)、安否確認シ

ステムのマニュアル、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移

動する。 

□学生対応要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□学生統括の指示に従い、学生の安否確認をする。 
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□学内 LAN が不通の場合は、携帯電話や Wi-Fi 等の他の回線を利用する。 

□学生統括の指示に従い、学生の安否確認の状況を定期的に学生統括/副本部長(学生教員担当)に報告

する。 

□本学に避難した学生を明確にする。 

□施設統括及び避難所統括と連携して、避難所運営への学生参加を検討する。 

□学生からの相談に対応する。 

□学生の状況を、定期的に学生統括に報告する。 

 

7)-2 研究科長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、学生名簿(その他必要な書類)、安否確認シ

ステムのマニュアル、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移

動する。 

□研究科長であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□学生統括の補佐をする。 

□以下の支援を行う。 

 ・看護学研究科長: 救護所統括を支援 

 ・人間生活学研究科長: 避難所統括を支援 

 

8) 教職員統括: 総務部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□教職員統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□総務部職員に、災害対策本部立ち上げ･設営を指示する。 

□教職員対応要員に、情報収集連絡担当で集約された一次避難者のうち教職員についての確認を行う

よう指示する（A316 教室前方）。 

□教職員対応要員に、教職員の安否を確認する様に指示する。 

□教職員対応要員に、教職員の安否確認の状況を定期的に報告させ、他の安否確認の方法等も検討し

ながら、最後の一人まで安否を確認する。 

□教職員の安否確認の状況を、定期的に本部統括/副本部長(学生教員担当)に報告する。 

□教職員からの相談に対応する。 

□教職員の招集に関して、本部統括/副本部長(学生教員担当)を中心に協議する。 

□必要に応じて、事前に定められた連絡網に従い、教職員を召集する。 

□部局ごとに連絡網が作成されている場合には、各部局に教職員を召集するように指示する。 

□教職員の召集状況を、適宜、本部統括/副本部長(学生教員担当)に報告する。 

□教職員の状況を、定期的に本部統括/副本部長(学生教員担当)に報告する。 

 

 8)-1 教職員対応要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、教職員名簿(その他必要な書類)、災害マニ

ュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□教職員対応要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□教職員統括(総務部長)の指示に従い、災害対策本部を立ち上げる。 

□教職員統括の指示に従い、学生対応要員と連携して教職員の安否確認をする。 

□学内 LAN が不通の場合は、携帯電話や Wi-Fi 等の他の回線を利用する。 

□教職員統括の指示に従い、教職員の安否確認の状況を定期的に教職員統括/本部統括/副本部長(学生

教員担当)に報告する。 

□教職員からの相談に対応する。 

□教職員統括の指示に従い、事前に定められた連絡網に従い、教職員を召集する。 

□部局ごとに連絡網が作成されている場合には、各部局に教職員を召集するよう連絡する。 

□教職員の召集状況を、適宜、教職員統括/本部統括/副本部長(学生教員担当)に報告する。 

□教職員の状況を、定期的に教職員統括/本部統括/副本部長(学生教員担当)に報告する。 

 

9) 施設・警備統括: 財務施設課長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階
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A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□施設統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□財務施設部職員に、災害対策本部立ち上げ･設営を指示する。 

□施設対応要員に、施設の被災状況を調査する様に指示する。 

□施設の通信手段を確保する。 

□施設対応要員に、施設の被災状況を随時報告する様に指示する。 

□施設対応要員に、津波の状況を高層階から見張り、報告することを指示する。 

□学内の安全を確保し、不審者への対応を行う。 

□本部長が「津波警報解除」・「医療センターと池キャンパスの地面レベルの津波浸水を免れた」こと

を確認して、受け入れの判断が出たことを確認する。 

□医療センターに軽傷者受入可能を伝えた旨を、救護所、避難所、炊き出しの各チームに知らせる。 

□施設の維持管理を統括する。 

□必要に応じ簡易トイレの設置を指示する。 

□施設の状況を、情報集約シートを用いて整理し、定期的に本部統括に報告する。 

□避難所、救護所、食料対応の各統括からの支援依頼に対応する。 

 

9)-1 施設・警備対応要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、池キャンパスの建物配置図等(その他必要

な書類)、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階 A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□施設・警備対応要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□施設・警備統括(財務施設部長)の指示に従い、災害対策本部を立ち上げる。 

□施設・警備統括の指示に従い、施設の被災状況を調査する。 

□使用するトランシーバーを管理する。（トランシーバー管理簿を使用） 

□本部棟、体育館、共用棟、看護学部棟、看護福祉棟、社会福祉学部棟の各棟の被災状況を手分けし

て調査、本部（施設・警備対応要員）に報告する。 

□施設・警備統括の指示に従い、津波の状況を高層階から見張り、報告する。 

□施設・警備統括の指示に従い、施設の通信手段やライフラインの確保に努める。 

□電話、LAN の状況を調査し、被災状況に応じて復旧を計画する。 

□施設の被災状況を随時、施設・警備統括/本部統括に報告する。 

□施設・警備統括の指示により、救護所統括、避難所統括、食料等対応統括者の支援を行う。 

□救護所統括の指示に従い、医療センターとの情報交換をする。 

□救護所の状況を定期的に把握し、施設統括/副本部長(救護所等担当)に報告する。 

□避難所の状況を定期的に把握し、施設統括/副本部長(救護所等担当)に報告する。 

□食料等に関する物資の状況を定期的に把握し、施設統括/副本部長(救護所等担当)に報告する。 

□水の状況、食料の状況、□その他物資の状況 

□学内の巡回を計画し、安全を確保し、不審者への対応を行う。 

  

10) 避難所統括：社会福祉学部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□避難所統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□避難所開設の指示を受け、避難所を開設する。 

□地域住民と協力して、避難所の運営をする。 

□避難所運営に伴う、衣食住に関する物資の管理をする。 

□避難所の状況を定期的に把握し、情報集約シートを用いて整理し、副本部長(救護所等担当)に報告

する。 

 

11) 救護所(軽症者エリア)統括：看護学部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□救護所(軽症者エリア)統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□救護所開設の指示を受け、救護所(軽症者エリア)を開設する。 

□医療センターと協力して、救護所(軽症者エリア)の運営をする。 
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□救護所の状況を定期的に把握し、情報集約シートを用いて整理し、副本部長(救護所等担当)に報告

する。 

 

11)-1 救護所(軽症者エリア)要員 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□救護所(軽症者エリア)要員であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□救護所(軽症者エリア)統括を補佐する。 

 

12) 食料等対応統括：健康栄養学部長 

□災害発生を感じたら、ヘルメットをかぶり、携帯電話、災害マニュアル綴り等を持って本部棟 3 階

A316 講義室(災害対策本部)に移動する。 

□食料等対応統括であることが視認できるよう、ベストを着用する。 

□避難者の受入後、炊き出しの準備を行う。 

□食料等に関する物資の状況を定期的に把握し、情報集約シートを用いて整理し、副本部長(救護所

等担当)に報告する。 
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各論 2 BCP(高知県立大学における事業継続計画) 
 

１ 目的 

 南海トラフ大地震など大規模な災害が発生した場合、混乱した環境の中で、それまで経験したことのな

い膨大な応急業務に対応する一方で、大学の通常業務においても、迅速かつ適切に対応し、少しでも早く

教育を提供する場としての機能回復を図ることが求められる。この計画は、そうした状況の中で、職員が

優先的に対応すべき業務と、時系列の対応計画を定め、来るべき大規模災害に備えるために作成するもの

である。 

 

２ 優先事項 

 １ 学生及び教職員の安全を確保する。 

 ２ 授業時間の確保や単位・学位等の認定など、可能な限り学生が円滑に卒業（修了）できるよう努め

る。 

 ３ 施設の安全性やライフラインの復旧など、できるだけ早期に教育研究を行える環境を整える。 

 ４ システムデータの復旧に努める。 

 

３ 業務の実施期間の設定 

発災後１か月間を計画対象期間とし、災害発生後の時間区分について、次の第５フェーズに分ける。 

業務の実施期間の設定 

フェーズ 時間区分 考え方 

第１フェーズ 

（超急性期） 

発災後３時間以内 ・初動体制を確立。 

・原則通常業務は停止。 

第２フェーズ 

（超急性期） 

発災後１日以内 ・応急活動を開始。 

・被災状況の把握。安否確認。 

・情報収集・分析・提供 など 

第３フェーズ 

（急性期） 

発災後３日以内 ・人命救助に関わる期間。 

・第２フェーズに加え、被災者への対応など 

第４フェーズ 

（急性期） 

発災後１週間以内 ・通常業務で優先度の高い業務を開始 

第５フェーズ 

（回復期） 

発災後１か月以内 ・日常業務再開(２週間目から日常業務を徐々に再開) 

 

４ 復旧対策隊の編成（第４フェーズ以降） 

（１）本学に復旧対策本部が設置された場合、教職員の役割の明確化を図り、より迅速に活動できるよう、

復旧対策隊を編成する。復旧対策隊の構成員となっている教職員は、大学へ参集し、自らに与えられた

任務を遂行する。 

（２）復旧対策隊の業務 

 復旧対策隊の所掌する業務は、回復期において、大学機能の維持と早期復旧のため、「学生募集に関する

業務」、「教学に関する業務」「被災学生の支援に関する業務」「施設設備の復旧に関する業務」「情報の管理、

維持」に関する事項を主とし、下記の体制を編成する。 

 復旧対策隊は、復旧対策本部の指揮命令に従い、活動を行う。 
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（３） 復旧対策本部 組織体制図 

復旧対策本部 

本部長 学長 

本部統括 事務局長（第 1代行者） 

副本部長 副学長 

 

 

 

                                      

復旧対策隊 

班 名 構成員 役 割 

教務対策班 班長 教務部長 教務課 ・卒業・修了の手続き 

・授業再開計画の検討 

・講義スケジュールの検討 

・講義場所の検討 副班長 教務支援部長 

入試対策班 班長 学生部長 入試課 ・入試実施 

・実施会場の事前準備 

・入試判定、合格発表、入学手続き 

・大学入試センター対応 副班長 入試課長 

学務対策班 班長 学生部長 学生・就職支援課 

国際交流課 

・被災学生の把握、安否確認 

・被災学生への支援対策の検討 

・保護者対応 

・留学生への対応 
副班長 学生支援部長 

広報・総務

対策班 

班長 広報副委員長 総務課 

 

 

・対策本部の運営に係る事項への対応 

・ホームページ管理 

・マスコミ対応、広告掲載対応 

・被災教職員の把握、安否確認 

・給与支給、労働災害手続等 

副班長 総務部長 

情報対策班 班長 総合情報セン

ター長 

図書情報課（情報

担当） 

・学内ネットワークの復旧、維持 

・重要データの復旧 

副班長 図書情報課長 

財務・施設

対策班 

班長 財務施設部長 財務施設課 ・施設整備の復旧対応 

・予算執行措置に関する検討 副班長 財務施設課長 

ボランティ

ア対応班 

班長 教育研究戦略

課長 

地域連携課長 

教育研究戦略課 

地域連携課 

図書情報課（図書

担当） 

・ボランティア希望者への支援 

・その他の事項への対応 

・構内避難所等に関する対応 

副班長 総務課長 

 

  

報告 

命令・ 

指示 
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超急性期 

災害時優先（応急・復旧）業務班別一覧表 別表１ 

 

 

 

 

 

 

（危機対策本部と並行して運用） 

 

 

災害対策本部 

 

本部員 

  

参集・設置 
本部会議開催（状況に応じて適宜） 

（情報の把握・分析・方針決定） 

 

財務施設課 

 大学全体の状況把握・報告 

 
地域住民への施設等の提供 

 

総務 

 

総務課 
教育研究戦略課 

交代制勤務による要員確保 

 
文科省・自治体・他大学等との連絡調整、支援依頼 

 
広報 

 
総務課 

情報収集 

 本部決定事項等の広報 

 報道機関・訪問者対応 

職員安否確認 総務課 教職員の安否確認集約 ★帰宅困難者対応 

避難住民対策 
図書情報課 
地域連携課 

 
指定避難所としての支援（避難者リーダーとの調整・現状確認・本部への報告） 

 

 

 

物資対策 

 

 

 

財務施設課 

救援物資等の搬出入・保管場所の確保 

救援物資、食事等の受入れ調整（自治体、他大学等） 

救援物資等の備蓄物資の確認 

必要物資の調達 

負傷者の病院等への搬送手段確保 

 

 

物品被害対策 

 

財務施設課 
物品の被害状況確認 

 

 

施設対策 

 

財務施設課 
施設・設備・土地の被害状況確認 

ライフライン（電気・ガス・水道・電話等）の確保 

 

情報インフラ対策 

 

図書情報課 
情報インフラの状況確認 

情報発信手段、情報収集手段の確保 

研究被害調査 教育研究戦略課 研究上の被害状況確認 

 
学務 

 

学生・就職 
支援課 
教務課 

学生の安否確認・保護者対応（情報発信は本部の判断を仰ぐ） 

 

 学生への様々な情報発信・広報 

 

 

 

学生 

 

 

学生・就職
支援課 
地域連携課 

寮生の安否確認 

学生の課外活動の状況把握 

 

 

財務施設課
学生・就職 

支援課 

総務課 

学生会館・課外活動施設・寮建物の安全確認 

 福利厚生施設（生協食堂・売店等）の安全確認 

入試 入試課 受験者対応(入試業務に支障がない場合は、他部署を支援） 

 

医療・救護対策 

 

健康管理センター 
一次救急処置の実施（県大救護所チーム対応） 

診療可能な病・医院の調査・把握 

 
留学生等 

 
国際交流課 

留学生・外国人研究者の安否・家屋等被害状況集約・問合せ対応 

 

留学生・外国人研究者の不安軽減のため英語等で情報提供 
 

 

班 

 

担当課 
1日目 

～1時間 ～3時間 ～6時間 ～9時間 ～12時間 ～15時間 ～18時間 ～21時間 ～24時間 

 

危機管理本部 
（危機対策本部） 

本部員 危機管理本部⇒危機対策本部に移行⇒災害対策本部の設置を指示 ※状況によっては即時に災害対策本 

総務課 危機対策本部業務全体の把握・総括、会議の運営 
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急性期 
災害時優先（応急・復旧）業務班別一覧表 

 

班 

 

担当課 
2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 

～36時間 ～48時間 ～72時間 ～96時間 ～120時間 ～144時間 ～168時間 

危機管理本部 
（危機対策本部） 

本部員 本部会議開催（状況に応じて適宜） 

（危機対策本部と並行して運用） 

 

 

災害対策本部 

 

本部員 
本部会議開催（状況に応じて適宜） 

（情報の把握・分析・方針決定） 

 

財務施設課 
大学全体の状況把握・報告 

地域住民への施設等の提供 

 

総務 

 

総務課 
要員確保（交代制勤務、バス等チャーターによる通勤手段確保） 

文科省・自治体・他大学等との連絡調整、支援依頼 

 
 

広報 

 
 

総務課 

情報収集 

本部決定事項等の広報 

報道機関・訪問者対応 

職員安否確認 総務課 教職員の安否確認集約 

避難住民対策 
図書情報課
地域連携課 

指定避難所としての支援（避難者リーダー、避難者チームとの調整・確認・支援・本部への報告） 

 

 

 

物資対策 

 

 

 

財務施設課 

救援物資等の搬出入・保管場所の確保 

救援物資、食事等の受入れ調整（自治体、他大学等） 

救援物資等の備蓄物資の確認 

必要物資の調達 

負傷者の病院等への搬送手段確保 

各種納付金（授業料等）の納付方法等検討 

物品被害対策 財務施設課 物品の被害状況確認 

 

施設対策 

 

財務施設課 
施設・設備・土地の被害状況確認 

ライフライン（電気・ガス・水道・電話等）の確保（復旧困難場所を除く。） 

 

情報インフラ対策 

 

図書情報課 
情報インフラの状況確認 

情報発信手段、情報収集手段の確保 

研究被害調査 教育研究戦略課 研究上の被害状況確認 

 
 

学務 

 

学生・就職
支援課 
教務課 

学生の安否確認・保護者対応（情報発信は本部の判断を仰ぐ） 

授業・試験等の検討 

学生への様々な情報発信・広報 

 

 

 

 

学生 

 

 
 

学生・就職
支援課 
地域連携課 

寮生の安否確認 

 
学生（寮生）の宿舎斡旋 

学生の課外活動の状況把握 
 

登録ボランティア学生への連絡（CSL関係） 

相談窓口の設置 

財務施設課
学生・就職
支援課 

総務課 

学生会館・課外活動施設・寮建物の安全確認 

福利厚生施設（生協食堂・売店等）の安全確認 

入試 入試課 受験者対応(入試業務に支障がない場合は、他部署を支援） 

医療・救護対策 健康管理センター 診療可能な病・医院の調査・把握 

 
 

留学生等 

 
 

国際交流課 

留学生・外国人研究者の安否・家屋等被害状況集約・問合せ対応 

 

留学生・外国人研究者の不安軽減のため英語等で情報提供 
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回復期 
災害時優先（応急・復旧）業務班別一覧表 

班 担当課 2週目 3週目 4週目 

危機管理本部 
（危機対策本部） 

本部員 本部会議開催（状況に応じて適宜） 

総務課 危機対策本部業務全体の把握・総括、会議の運営 

（危機対策本部と並行して運用） 

 
災害対策本部 

 

本部員 
本部会議開催（状況に応じて適宜） 

（情報の把握・分析・方針決定） 

財務施設課 本部業務全体の把握・総括、会議の運営 

 

総務 

 

総務課 
要員確保（交代制勤務、バス等チャーターによる通勤手段確保） 

文科省・自治体・他大学等との連絡調整、支援依頼 

 
広報 

 
総務課 

情報収集 

本部決定事項等の広報 

報道機関・訪問者対応 

職員安否確認 総務課 
 

避難住民対策 
図書情報課
地域連携課 

指定避難所としての支援（避難者リーダー、避難者チームとの調整・確認・支援・本部への報告） 

 

 

 

物資対策 

 

 

 

財務施設課 

救援物資等の搬出入・保管場所の確保 

救援物資、食事等の受入れ調整（自治体、他大学等） 

救援物資等の備蓄物資の確認 

必要物資の調達 

 

各種納付金（授業料等）の納付方法等検討 

物品被害対策 財務施設課 物品の被害状況確認 

 

施設対策 

 

財務施設課 
施設・設備・土地の被害状況確認 

ライフライン（電気・ガス・水道・電話等）の確保（復旧困難場所を除き復旧） 

 

情報インフラ対策 

 

図書情報課 
情報インフラの状況確認 

情報発信手段、情報収集手段の確保 

 
学務 

 
学生・就職
支援課 
教務課 

 

授業・試験等の検討 

学生への様々な情報発信・広報 

 

 

 

 

学生 

 

 
学生・就職 
支援課 
地域連携課 

 

学生（寮生）の宿舎斡旋確保 

 

登録ボランティア学生への連絡（CSL関係） 

相談窓口の設置 

財務施設課
学生・就職
支援課 

総務課 

学生会館・課外活動施設・寮建物の安全確認 
 

福利厚生施設（生協食堂・売店等）の安全確認 
 

入試 入試課 
 

 

医療・救護対策 

 

健康管理センター 

 

診療可能な病・医院の調査・把握 

 
留学生等 

 
国際交流課 

留学生・外国人研究者の安否・家屋等被害状況集約・問合せ対応 

留学生・外国人研究者の宿舎の斡旋確保 

留学生・外国人研究者の不安軽減のため英語等で情報提供 
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総務部(総務課） 
 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間
以内 

24時間
以内 

3日
以内 

1週間
以内 

1ヶ月
以内 

危機管理本部 危機管理本部を設置し、全体を総括する。 総務課 → → → → → ◎ 学内全部署 

 
総務 

交代制勤務による要員確保 総務課 → → → → → ◎ 
 

文科省・自治体・他大学等との連絡調整、
支援依頼 

総務課 
 

→ → → → ◎ 
 

職員安否確認 
教職員の被災状況を把握する。 
★帰宅困難者対応 総務課 → → → → 

 
◎ 学生就職支援課 

 

 

 

給与支給 

災害発生時においても、給与支給日に給与
を支給する。 
ただし、人事給与システムが復旧できない状
況である場合は、正確に給与支給のために手
計算することは、困難であるため基本給のみ
を支給する。または、前支給日の銀行振り
込みデータの日付のみを変更して支 
給するなどの対応を行うものとする。 

 

 

 

総務課 

   

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

◎ 

 

 

法人本部
財務施設部 

教職員の服務に関す 
ること 

教職員の出勤・勤務状況について確認を行 
う。 総務課 

  
→ → → ○ 

 

文科省等からの文書 
収受 

文科省等からの重要文書類の収受を再開 
させ、適正な業務遂行の確保を行う。 総務課 

  
→ → → ○ 

 

 

法人文書及び保有個
人情報の管理指導 

法人文書の紛失等状況調査及び保有個人
情報の漏えい等状況調査を行い、その被害
防止、復旧等のために必要な措置を講ず
る。 

 
総務課 

   
→ 

 
→ 

 
→ 

  

公印の管守 
管守責任者、管守補助者に対し、当該印章 
の管理状況を確認し必要な措置を講ずる。 総務課   → → →   

労働時間に関するこ
と 

労働時間、休暇制度等の対応・周知。労基
署宛「労働時間の延長」許可申請又は届出 
を行う。 

 

総務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

郵便収受及び発送 開させ、状況に応じて学内便の運行を再開 総務課 
   

→ → 
  

情報公開に関するこ 
と 

情報公開に係るスケジュールの確認、連絡 
調整等を行う。 総務課 

   
→ → 

  

 

訴訟業務 
係争中の事案がある場合は、次回公判の
対応について弁護士等と調整し、必要な措 
置を講ずる。 

 

総務課 
    

→ 
 

→ 
  

共済組合員証等再 
発行業務 

組合員の依頼に基づいて、再発行業務を行 
う。 総務課 

   
→ → 

  

共済短期給付(医療) 
業務 

弔慰金、災害見舞金、組合員が災害により 
死亡した場合は埋葬料等の給付申請方法
を周知する。 

 

総務課 
    

→ 
 

→ 
  

共済福利厚生業務 
団体傷害保険、グループ保険の申請方法を 
周知する。 総務課    → →   

社保保険証等再発 
行業務 

職員の依頼に基づいて、再発行業務を行 
う。 総務課 

   
→ → 

  

社保その他業務 
職員が災害により死亡した場合は埋葬料等 
の申請方法を周知する。 総務課 

   
→ → 

  

文書類の収受、発送 
及び整理保存に関す
ること 

文書の確保、紛失状況の確認
郵便等の文書類の収受や発送 

 

総務課 
    

→ 
 

→ 
 

○ 
 

人事に関すること 人事について所掌する手続きを行う。 総務課 
   

→ → 
  

健康安全管理に関す 
ること 職員の健康安全管理について連絡を行う。 総務課 

   
→ → 

  

学則その他諸規則の
制定・改廃 

災害発生後2週間以内に、必要に応じ、所
管部署と連携して学内諸規則の制定・改廃 
業務を再開させる。 

 

総務課 
     

→ 
  

通勤災害に関するこ 
業務中、通勤途中に被災しケガをした者が 
いた場合の労災、通勤災害の申請を行う。 総務課 

   
→ 

   

 
死亡叙位・叙勲 

死亡叙位・叙勲の該当要件に当てはまる人
物が死亡した場合、限られた時間内（通常は
２週間以内）に書類を取りそろえ上申す 
る。 

 
総務課 

    
→ 

   

職員の健康安全管
理に関すること 

被災による病気等（メンタルヘルスを含む） 
についての相談があれば、産業医等に相談 
し指示を仰ぐ。 

 

総務課 
    

→ 
   

各種行事に係る業務 
ホームカミングデー等各種行事の開催有無 
の決定、その周知を行う。 総務課 

    
→ 

  

共済長期給付(年金) 
業務 

組合員が災害により死亡した場合は遺族年 
金の申請方法を周知する。 総務課 

    
→ 

  

職員の出張及び旅行 
に関すること 職員の出張及び旅行について確認を行う。 総務課 

  
→ → → 

 
財務施設課 

福利厚生施設の維 
持・管理に関すること 

被災状況を調査するとともに、施設管理室 
と協力して施設の維持・管理に努める。 総務課 

 
→ → → 

 
◎ 財務施設課 
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・総務部(総務課） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間
以内 

24時間
以内 

3日
以内 

1週間
以内 

1ヶ月
以内 

 
広報 

情報収集 総務課 → → → → → ◎ 
 

本部決定事項等の広報 総務課 
 

→ → → → ◎ 
 

報道機関等への対応 
学内の状況等の情報を報道機関・学外関係
機関に提供する。 

総務課 → → → → → 
  

災害状況の記録(写
真及び動画撮影） 

被害状況を記録するため、写真及び動画の
撮影に努める。 

 

総務課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 
   財務施設部 

（被害状況の確認
時に撮影） 

公式ホームページの 
運用 

公式ホームページにより速やかに情報発信 
を行う。 総務課 → → → →  ◎  

寄附講座受講者に関
すること 

災害発生後に、直ちに受講者の安全確認と
情報集約を行う。 
（中山間地域等訪問看護師育成講座） 

 

総務課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 
   

◎ 
 

 
各種事業の当日参加
者に関すること 

災害発生後に、当日のイベントの有無を確
認し、直ちに参加者の安全確認と情報集約
を行う。 
（高知県からの受託事業・補助事業等、包括 
連携団体との連携事業等） 

 
 

総務課 

 
 

→ 

 
 

→ 

 
 

→ 

   
 

◎ 

 

 
各種事業に係る業務 

各事業等について、関係者と連絡調整を行
う。 
（高知県からの受託事業・補助事業等、包括 
連携団体との連携事業等） 

 
総務課 

    
→ 

 
→ 

  

各種行事に係る業務 
公開講座等の各種行事の開催有無の決
定、その周知を行う。 

総務課 
   

→ → 
  

 
SNSによる情報発信 

災害が発生し電源がダウンしている時、携
帯電話、パソコンを使用し、SNS(ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス)による情報 
発信を行う。 

 
総務課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

   
◎ 

 

情報発信・広報関係 
留学生・外国人研究者に向けて必要な情報
を英語等で提供する。 

総務課 → → → → → ◎ 国際交流課 
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● 財務施設部(財務施設課） 
 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他

の所属名 
3時間
以内 

24時間
以内 

3日
以内 

1週間
以内 

1ヶ月
以内 

振興基金・寄付金に
関 
すること 

 
寄附金の受入業務等について確認・整備す
るとともに、基金の管理を行う。 

 
財務施設課 

   
→ 

 
→ 

 
→ 

  

 
会計システム復旧ま
での処理 

会計システム復旧まではPCや紙ベース等
のシステム外で購買・支払等の業務を行
い、復旧後はシステム外で処理したデータ
を入力する。 

 
財務施設課 

  
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
○ 

 

資金運用計画 余裕金の資金運用計画を作成する。 財務施設課 
    

→ 
  

債権管理 債権の管理を行う。 財務施設課 
 

→ → → → ○ 
 

預金管理 入出金及び預金残高の管理を行う。 財務施設課 
 

→ → → → ○ 
 

 

旅費システム復旧ま
での処理 

 

システム復旧まではPCや紙ベース等 
のシステム外で請求・支払等の業務を行
い、復旧後はシステム外で処理したデータ
を入力等する。 

 

 

財務施設課 

  

 

→ 

 

 

→ 

 

 

→ 

 

 

→ 

 

 

○ 

 

 

法人情報部 

 

 

 

給与支給 

災害発生時においても、給与支給日に給与
を支給する。 
ただし、人事給与システムが復旧できない
状況である場合は、正確に給与支給のため
に手計算することは、困難であるため基本
給のみを支給する。または、前支給日の銀
行振り込みデータの日付のみを変更して支 
給するなどの対応を行うものとする。 

 

 

 

財務施設課 

   

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

総務課 

 
授業料の免除に関す
ること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を学生・就職支援課課、各学部と協
力して調査、収集するとともに整理し、対象
学生がいれば免除の申請を促し、申請書が
提出されれば学生支援部と協力して速やか
に対応する。 

 

財務施設課 

   

→ 

 

→ 

 

→ 

 

◎ 

 
学生・就職支援
課 

 

 

 
入学料の免除、徴収
猶予に関すること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を学生・就職支援課課、入試課、各学
部と協力して調査、収集するとともに整理し、
対象学生がいれば免除の申請を促し、申請
書が提出されれば学生支援部と協力して速
やかに対  応する。（対象：入学前１年以
内） 
※入学後の学生のみ対応可能。 
入学予定者については、入試課にて情報
把握しており、学生・就職支援課では対応
不可。 

 

 

 
 

財務施設課 

   

 

 
 

→ 

 

 

 
 

→ 

 

 

 
 

→ 

 

 

 
 

◎ 

 

 

 
学生・就職支援
課 
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● 財務施設部(財務施設課） 
 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間
以内 

24時間
以内 

3日
以内 

1週間
以内 

1ヶ月
以内 

災害対策本部 
大学全体の状況把握・報告
地域住民への施設等の提供 

財務施設課 → → → → → ◎ 危機管理本部 

物資対策 救援物資等の搬出入・保管場所の確保等 財務施設課 → → → → → ◎ 
 

物品の管理に関する 
こと 物品等の被害状況を確認する。 財務施設課 → → → → → ○ 総務課 

 
施設対策 

施設・設備・土地の被害状況確認 財務施設課 → → → → → ◎ 
 

ライフライン（電気・ガス・水道・電話等）の確 
保（復旧困難場所を除き復旧） 財務施設課 → → → → → ◎ 

 

不動産に係る財産の
事務に関すること 

土地建物の破損状況を各学部等と協力して 
調査、収集するとともに整理し、明確にす
る。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

法人本部
各学部等 

維持管理に関するこ 建物等の被害状況を確認する。 財務施設課 → → → →  ◎  

警備及び防火 
巡回警備による敷地内管理体制を確保す
る。 

財務施設課 → → 
   

◎ 
 

物品管理 課内の物品等の被害状況を確認する。 財務施設課 → → → → → ○ 
 

 

薬品管理 
薬品等の被害状況を確認の上、必要に応じ
て、盗難防止の措置、廃棄等の手続を行 
う。薬品管理システムの動作確認を行う。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

各学部 

公用車の管理 公用車の被害状況を確認する。 財務施設課 
 

→ 
     

役務の提供に係る事
務や取引業者の入 
出構について 

火災や建物損傷の被害状況によっては、取
引業者の入出構について、制限を設けるな 
どの連絡調整を行う。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
  

 

入札執行に関するこ
と 

災害発生時期によっては、入札執行の有無
や実施方法の変更について、関係業者と日
程等の調整を行う。また、納期がずれ込む 
場合など要求部局への連絡調整を行う。 

 
財務施設課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
○ 

 

物品等の契約に関す 
ること 物品等の契約を行う。 財務施設課 

   
→ → 

  

施設設備の渉外に関 
すること 

建物被害に必要な予算について、学内の関 
係部署と連絡調整を行う。 財務施設課 

    
→ 

  

施設設備工事の入 
札及び請負契約締結 
に関すること 

災害等緊急の施設整備による契約伺いの
作成、入札公告の実施、契約締結等を行 
う。 

 

財務施設課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

施設整備の企画・立
案に関すること 

被災した施設等の被災状況データベースを 
作成し管理するとともに、被災した施設の復
旧について計画を策定する。 

 

財務施設課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

施設相談に関するこ 
と 被災した施設に関する相談に対応する。 財務施設課 → → → → → ◎ 

 

施設費補助金の要
求に関すること 

災害による被害状況を把握し、高知県と法
人本部に速報し、災害復旧事業の事務手 
続きを進める。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
高知県 

法人本部 

施設整備工事の設 
計・積算に関すること 災害復旧に関する設計・積算を行う。 財務施設課 

  
→ → → ○ 

 

施設整備工事の施 
行監理及び検査に関
すること 

工事現場での被災状況を把握し対応する。 
(工事現場での安全管理） 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
 

施設整備工事の諸 
手続きに関すること 災害復旧に向けた諸手続きを行う。 財務施設課    → →   

 

 

施設設備の技術的
事項に関すること 

部局に対し技術的指導（危険箇所判断方
法、応急対応方法等） 
日常業務のあるものの現場での被害 
状況の把握と対応（電話交換機の機能確
保） 
あふち寮の自家用電気工作物の被害状況
の把握と対応（電力の安定供給） 

 

 

 

財務施設課 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

◎ 

 

役務の提供に係る事
務や取引業者の入 
出構について 

火災や建物損傷の被害状況によっては、所
掌する取引業者の入出構について、制限を 
設けるなどの連絡調整を行う。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
  

外部貸出施設に関す
ること 

災害発生後に、所掌する施設について、直
ちに職員及び利用者の安全確認と情報集 
約を行う。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
   

○ 
 

公用車の管理 管理する公用車の被害状況を確認する。 財務施設課 
 

→ 
    

総務課 

地区における法人財 
産 
の監守に関すること 

土地建物の破損状況や電気、ガス、給排 
水、電話等ライフラインの被害状況を明確
にする。 

 

財務施設課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

○ 

 

高知市 

災害状況の記録(写 
真及び動画撮影） 

被害状況を記録するため、写真及び動画の 
撮影に努める。 財務施設課 → → →    総務課 

課外活動施設の維
持・管理に関すること 

被災状況を財務施設部と調査するととも 
に、財務施設部と協力して施設の維持・管
理に努める。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
   

◎ 
学生・就職支援
課 

学生寮施設の維持・
管理に関すること 

被災状況を財務施設部と調査するととも
に、財務施設部と協力して施設の維持・管 
理に努める。 

 

財務施設課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
   

◎ 
学生・就職支援
課 

福利厚生施設の維 
持・管理に関すること 

被災状況を調査するとともに、施設管理室 
と協力して施設の維持・管理に努める。 財務施設課 

 
→ → → 

 
◎ 総務課 
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● 教務支援部（教務課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

授業再開のスケ 
ジュール等について
通知 

授業期間中であれば、授業再開、時間割・
教室変更等について、学内における連絡調
整を行い、速やかに学生・教職員に周知す 
る。 

 
教務課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

  
◎ 

 

授業再開に向けた教 
室等の確保 

被災状況により、代替教室等の確保につい 
て学外機関と調整する。 教務課 

 
→ → → 

 
◎ 

 

期末試験等、学業成
績の認定方法決定 
等に関すること 

被害状況により、試験実施・成績認定方法
等について、学内における連絡調整を行 
い、速やかに学生・教職員に周知する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

教務システムの管 
理・運用に関すること 

被害状況を確認し、必要に応じて業者と連
携し復旧の目途をを立てるとともに、復旧ま 
での対応方法を検討する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

諸証明書の発行に関
すること 

証明書自動発行機システムの被害状況を
確認し、復旧の目途をたてるとともに、復旧 
までの対応方法を検討する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

学位の授与に関する
こと 

災害の時期に応じて、学位授与審査や授与
方法について検討し、学生、教職員に周知 
する。 

 

教務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

 

教育実習に関するこ
と 

近日中に実習等を行う学生について、実習
校等に連絡し、実習等の有無を確認する。
延期等日程を変更する場合は早急に調整 
する。 

 
教務課 

   
→ 

 
→ 

 
→ 

 
○ 

 

教育職員免許状その
他の資格教育に関す 
ること 

教育職員免許状、その他の資格教育に関
し、関係機関等と連絡調整を行う。 

 

教務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

学外での実習につい
て 

実習校や病院等に実習の可否を確認する。
延期等日程を調整する場合は、関係者と早 
急に調整する。 

 

教務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

各種行事 
新入生バスハイク等、直近の予定行事の実 
施可否を検討する。 教務課 

    
→ 

 
学生・就職支援課 

学生相談に関するこ
と 

学生の修学等に関連する相談の対応を行
う。 

教務課 
  

→ → → ◎ 学生・就職支援課 

就職ガイダンスに関 
すること 

就職ガイダンス等の実施について、各担当 
者と調整のうえ、実施する。 教務課     →  学生・就職支援 

課 

 
インターンシップに関
すること 

インターンシップの実施について、各担当者と
調整のうえ、実施する。近日中にインターン
シップを行う学生について、受入先等に連絡
し、実施の有無を確認する。延期等日程 
を変更する場合は早急に調整する。 

 

教務課 

    

→ 

 

→ 

 

○ 

 
学生・就職支援
課 

各種事業に係る業務 
授業再開のスケジュール等について通知 
(県民開放授業、履修証明プログラム） 教務課 

  
→ → 

  
地域連携課 

教授会等の会議に関 
すること 

会議等の実施について各部署と調整し必要 
な準備を行う。 教務課 

   
→ → ○ 総務課 

被災時の寮生への 
対応 寮生の避難誘導・安否確認を行う。 教務課 → → → → 

 
◎ 学生・就職支援課 

 

● 教務支援部（教育研究戦略課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

研究被害調査 研究上の被害状況確認 
教育研究戦 
略課 → → → → 

   

学術団体等との連絡 
に関すること 所掌に応じ学術団体等との連絡を行う。 

教育研究戦 
略課 

   
→ → 

  

研究助成に関するこ 
と 研究助成手続きを行う。 

教育研究戦 
略課 

   
→ → 

  

 

動物実験に関するこ
と 

【前半】学内実験施設の被害状況を調査す
る。 
【後半】委員会を招集して被害状況を確認・ 
検証し、被害拡大防止策等を講じる。 

 

教育研究戦
略課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

  
◎ 

 

 

遺伝子組換え実験に
関すること 

【前半】学内実験施設の被害状況を調査す
る。 
【後半】委員会を招集して被害状況を確認・ 
検証し、被害拡大防止策等を講じる。 

 

教育研究戦
略課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

  
◎ 

 

 

化学物質等に関する
こと 

【前半】学内実験施設の被害状況を調査す
る。 
【後半】委員会を招集して被害状況を確認・ 
検証し、被害拡大防止策等を講じる。 

 

教育研究戦
略課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

  
◎ 

 

研究助成に関するこ 
と 所掌に応じ研究助成手続きを行う。 

教育研究戦 
略課 

    
→ 
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● 学生支援部（学生・就職支援課） 

 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

学生の安否確認 安否確認システムを速やかに立ち上げる。 
学生・就職支 
援課 → → → → 

  
総務課 

入学式・卒業式 
予定通り実施可能かどうかを判断し、不可 
能な場合の対処を検討 

学生・就職支 
援課 

  
→ → → ○ 総務課 

各種行事 
新入生バスハイク等、直近の予定行事の実 
施可否を検討する。 

学生・就職支 
援課 

    
→ 

 
教務課 

 
授業料の免除に関す
ること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を各学部と協力して調査、収集するとと
もに整理し、対象学生がいれば免除の申請
を促し、申請書が提出されれば財務施設部
と協力して速やかに対応する。 

 
学生・就職支
援課 

    

→ 

 

→ 

 

◎ 

 

財務施設課 

 

 

 
入学料の免除、徴収
猶予に関すること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を入試課、各学部と協力して調査、収
集するとともに整理し、対象学生がいれば免
除の申請を促し、申請書が提出されれば財
務施設部と協力して速やかに対応する。
（対象：入学前１年以内） 
※入学後の学生のみ対応可能。入学予定
者については、入試課にて情報把握してお
り、学生・就職支援課では対応不可。 

 

 

 
学生・就職支
援課 

   

 

 
→ 

 

 

 
→ 

 

 

 
→ 

 

 

 
◎ 

 

 

 
入試課 
財務施設課 

 
 

奨学金事務に関する
こと 

被災により、奨学金を希望する学生に 
対しては、その学生の経済的被害状況を把
握するとともに、日本学生支援機構と連絡
をとり、速やかに採用の申請を行う。 
（申請可能期限：事実が発生した月から１ 
２ヶ月以内） 

 
 

学生・就職支
援課 

   

 
→ 

 

 
→ 

 

 
→ 

 

 
◎ 

 

 
学生教育研究災害
障害保険等の保険に
関すること 

学生教育研究災害障害保険、学研災付帯
賠償責任保険の加入については（公財）日
本国際教育支援協会、保険請求について
は東京海上日動火災に行い、学研災付帯
学生生活総合保険の請求については東京
海上日動火災に行うよう指導する。 

 
 

学生・就職支
援課 

   

 
→ 

 

 
→ 

 

 
→ 

 

 
◎ 

 

課外活動施設の維
持・管理に関すること 

被災状況を財務施設部と調査するととも
に、財務施設部と協力して施設の維持・管 
理に努める。 

学生・就職支
援課 

 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

財務施設課 

学生寮施設の維持・
管理に関すること 

被災状況を財務施設部と調査するととも 
に、財務施設部と協力して施設の維持・管
理に努める。 

学生・就職支
援課 

 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

財務施設課 

学生相談に関するこ 
と 

学生の修学等に関連する相談の対応を行 
う。 

学生・就職支 
援課 

  → → → ◎ 教務課 

 

からだの健康相談 
負傷したり体調不良を訴える学生・職員等
への一時救急処置を実施する。 

学生支援部 
（健康管理
センター） 

 

→ 
 

→ 
    

◎ 
 

診療可能な病・医院
の調査・把握 

診療可能な病院や医院を調査し、把握す
る。 

学生支援部 
（健康管理
センター） 

  

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
 

就職ガイダンスに関 
すること 

就職ガイダンス等の実施について、各担当 
者と調整のうえ、実施する。 

学生・就職支 
援課 

    →  各学部の 
担当教員 

 
インターンシップに関
すること 

インターンシップの実施について、各担当者と
調整のうえ、実施する。近日中にインターン
シップを行う学生について、受入先等に連絡
し、実施の有無を確認する。延期等日程を
変更する場合は早急に調整する。 

 
学生・就職支
援課 

    

→ 

 

→ 

 

○ 

 
各学部の
担当教員 

留学生の状況把握 
留学生の安否確認（留学生宿舎含む）、情 
報収集、把握 

学生・就職支 
援課 → → → →  ◎ 国際交流課 

学生の地域活動等
の支援に関すること 

災害発生後に、直ちに学生の安全確認と情
報集約を行う。 
（地域学実習、立志社中、CSL） 

学生・就職支
援課 

 

→ 
 

→ 
 

→ 
   

◎ 
 

地域連携課 

被災時の寮生への 
対応 寮生の避難誘導・安否確認を行う。 

学生・就職支 
援課 → → → → 

 
◎ 

教務課 

 

● 学生支援部（入試課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

 
入学者選抜の実施に
関すること 

試験実施の有無、日程変更の有無を決定
し、受験者、マスコミに速やかに周知する。 
（実施中の場合は、試験実施本部、試験場
本部の維持。関係各所との連絡調整。試験 
続行・中止の判断。） 

 

入試課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

  

◎ 

 

入試情報システム、 
関係文書 

入試情報システムの保全。 
関係文書（願書、答案、問題等）の保全。 入試課 → → → → 

 
○ 

 

入試広報に関するこ
と 

入試情報及び各種イベント情報に係るホー
ムページを管理し、速やかに情報発信を行 
う。 

 

入試課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

総務課 

大学入学共通テスト 
に関すること 

試験準備を行う。実施に関して、大学入試 
センターと調整の上判断する。 入試課 → → → → 

 
◎ 

 

 
 

入学料の免除、徴収
猶予に関すること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を財務施設課、入試課、各学部と協力
して調査、収集するとともに整理し、対象学
生がいれば免除の申請を促し、申請書が提
出されれば財務部と協力して速やかに対応 
する。（対象：入学前１年以内） 

 

 
入試課 

   

 
→ 

 

 
→ 

 

 
→ 

 

 
◎ 

 
 

学生・就職支援
課 
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● 学生支援部(国際交流課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

留学生の状況把握 
留学生の安否確認（留学生宿舎含む）、情 
報収集、把握 国際交流課 → → → → → ◎ 学生・就職支援

課 

留学生・研究者等の
安否の問い合わせに 
関すること 

外部（在日大使館等）からの安否情報の問
い合わせに対応する。 

 

国際交流課 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
 

派遣元大学への連 
絡 

留学生派遣元への情報提供 
留学生の保護者対応、情報提供 国際交流課 → → → → → ◎ 

 

派遣先大学への連 
絡 

留学生派遣先への情報提供 
派遣している本学学生への連絡 国際交流課 

  
→ → → ○ 

 

情報発信・広報関係 
留学生・外国人研究者に向けて必要な情報 
を英語等で提供する。 国際交流課 → → → → → ◎ 総務課 

留学に関すること 
短期派遣研修（受入・派遣）、長期交換留学 
（受入・派遣）の休止等の検討 国際交流課 

  
→ → 

 
◎ 

 

留学継続の意思確 
認 

帰国希望学生への対応 
授業再開まで時間を要する場合などの対応 国際交流課 

  
→ → 

 
○ 

 

留学生の生活に関す
ること 

被災留学生の生活再建 
留学生に関する奨学金、宿舎、ビザ申請業
務等関係機関と連絡調整を行う。 

 

国際交流課 
    

→ 
 

→ 
 

○ 
 

 

● 図書情報部（図書情報課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

避難住民対策 
指定避難所としての支援（避難者リーダーと 
の調整・現状確認・本部への報告） 図書情報課 → → → → → ◎ 地域連携課 

 
学内情報システムの
復旧 

学内情報システムに係る被害状況などの情
報セキュリティインシデントの発生状況を確
認し、大学ホームページなど情報発信手段
を早期に復旧するなど必要な措置を講じ 
る。 

 

図書情報課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

◎ 

 
工科大、法人本
部 

学術情報基盤図書 
館に関すること 

災害発生後に、直ちに職員及び利用者の 
安全確認と情報集約を行う。 図書情報課 → → → 

  
◎ 財務施設課 

図書館システム 図書館システムの保全を行う。 図書情報課 
  

→ → → ○ 
 

図書館資料の保存 
管理 図書館資料の被災状況を確認する。 図書情報課 

  
→ → → ○ 
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● 学生支援部（永国寺 学生・就職支援課） 

 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間
以内 

24時間
以内 

3日
以内 

1週間
以内 

1ヶ月
以内 

学生の安否確認 安否確認システムを速やかに立ち上げる。 学生・就職 

支援課 

→ → →    

総務課 

 
 

授業料の免除に関す
ること 

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被害
状況を永国寺教務課、文化学部教員と協力 
して調査、収集するとともに整理し、対象学
生がいれば免除の申請を促し、申請書が提出
されれば学生・就職支援課、財務施設課と協
力して速やかに対応する。 

 

 
学生・就職

支援課 

    

 
→ 

 

 
→ 

 

 
◎ 

 

 
 

奨学金事務に関する
こと 

被災により、奨学金を希望する学生に対し
ては、その学生の経済的被害状況を把握する
とともに、学生・就職支援課と連携して速や
かに対応する。 
（申請可能期限：事実が発生した月から１ 
２ヶ月以内） 

 

 
学生・就職

支援課 

   

 
→ 

 

 
→ 

 

 
→ 

 

 
◎ 

 

学生教育研究災害
障害保険等の保険に 
関すること 

学生教育研究災害障害保険、学研災付帯
賠償責任保険の対象学生に届出等につい 
て周知を行う。 

 

学生・就職

支援課 

   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
 

課外活動施設の維
持・管理に関すること 

被災状況を調査する法人本部財務施設部
と連携して調査するとともに、学生利用の可 
否情報提供と代替施設の対応を検討する。 

学生・就職 

支援課 

   

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

学寮施設の維持・管 
理に関すること 務部と協力して施設の維持・管理に努め 

学生・就職 
支援課 

  
→ → 

 
◎ 

 

学生相談に関するこ 
と 

学生の修学等に関連する相談の対応を行 
う。 

学生・就職 
支援課・ 

  
→ → → ◎ 

 

 

からだの健康相談 
負傷したり体調不良を訴える学生・職員等
への一時救急処置を実施する。 

学生・就職 
 支援課 
（健康管理
センター） 

 

→ 
 

→ 
    

◎ 
 

 

こころの健康相談 
精神神経科医による面談等により、急性ス 
トレス障害・外傷後ストレス障害の予防と治 
療に当たる。 

学生・就職 
支援課 

（健康管理
センター） 

 
 

 

→ 
 

→ 
 

→ 
 

◎ 
 

診療可能な病・医院
の調査・把握 

診療可能な病院や医院を調査し、把握す
る。 

学生・就職 
 支援課 
（健康管理
センター） 

   

→ 
 

→ 
 

→  
 

就職ガイダンスに関 
すること 

就職ガイダンス等の実施について、各担当 
者と調整のうえ、実施する。 

学生・就職 
支援課 

    →   

 
インターンシップに関
すること 

インターンシップの実施について、各担当者と
調整のうえ、実施する。近日中にインターン
シップを行う学生について、受入先等に連絡
し、実施の有無を確認する。延期等日程 
を変更する場合は早急に調整する。 

 
学生・就職 
支援課 

    

→ 

 

→ 

 

○ 

 

留学生の状況把握 
留学生の安否確認（留学生宿舎含む）、情 
報収集、把握 学生・就職

支援課 

→ → → → 
 

◎ 
国際交流課 

 
学生の地域活動等
の支援に関すること 

 

災害発生後に、直ちに学生の安全確認と情
報集約を行う。 
（地域学実習、立志社中、CSL） 

 

学生・就職

支援課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

   

◎ 地域連携課 

被災時の寮生への 
対応 寮生の避難誘導・安否確認を行う。 

学生・就職 
支援課 

→ → → → 
 

◎ 教務課 

各種行事 
 

新入生バスハイク等、直近の予定行事の実 

施可否を検討する。 

学生・就職 
支援課 

    →  
教務課 

学生相談に関するこ 
と 

学生の修学等に関連する相談の対応を行 

う。 

学生・就職 
支援課 

  → → → ◎ 
教務課 

就職ガイダンスに関 
すること 

授業再開のスケジュール等について通知 

(県民開放授業、履修証明プログラム） 

学生・就職 
支援課 

    →  
各学部の 

担当教員 

インターンシップに関
すること 

インターンシップの実施について、各担当者と

調整のうえ、実施する。近日中にインターン

シップを行う学生について、受入先等に連絡

し、実施の有無を確認する。延期等日程を

変更する場合は早急に調整する。 

学生・就職 
 支援課 

   

→ → ◎ 
各学部の 

担当教員 
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● 教務支援部（永国寺 教務課） 
 

業務名 
 

業務内容 
 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間  

優先度 
連携が必要な他
の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

授業再開のスケ 
ジュール等について
通知 

授業期間中であれば、授業再開、時間割・
教室変更等について、学内における連絡調
整を行い、速やかに学生・教職員に周知す 
る。 

 
教務課 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

 
→ 

  
◎ 

 

授業再開に向けた教 
室等の確保 

被災状況により、代替教室等の確保につい 
て学外機関と調整する。 教務課 

 
→ → → 

 
◎ 

 

期末試験等、学業成
績の認定方法決定 
等に関すること 

被害状況により、試験実施・成績認定方法
等について、学内における連絡調整を行 
い、速やかに学生・教職員に周知する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

教務システムの管 
理・運用に関すること 

被害状況を確認し、必要に応じて業者と連
携し復旧の目途を立てるとともに、復旧まで 
の対応方法を検討する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

諸証明書の発行に関
すること 

証明書自動発行機システムの被害状況を
確認し、復旧の目途をたてるとともに、復旧 
までの対応方法を検討する。 

 

教務課 
  

→ 
 

→ 
 

→ 
  

◎ 
 

学位の授与に関する 
こと 方法について検討し、学生、教職員に周知 教務課 

  
→ → → ○ 

 

 

教育実習に関するこ
と 

近日中に実習等を行う学生について、実習
校等に連絡し、実習等の有無を確認する。
延期等日程を変更する場合は早急に調整 
する。 

 
教務課 

   
→ 

 
→ 

 
→ 

 
○ 

 

教育職員免許状その
他の資格教育に関す 
ること 

教育職員免許状、その他の資格教育に関
し、関係機関等と連絡調整を行う。 

 

教務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

○ 
 

学外での実習につい
て 

実習校や病院等に実習の可否を確認する。
延期等日程を調整する場合は、関係者と早 
急に調整する。 

 

教務課 
   

→ 
 

→ 
 

→ 
 

〇 
 

教授会等の会議に関 
すること 

会議等の実施について各部署と調整し必要 
な準備を行う。 教務課   

 → → 〇 総務課 

被災時の寮生への 
対応 

寮生の避難誘導・安否確認を行う。 
教務課 → → → →  ◎ 学生・就職 

支援課 
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● 地域連携部（地域連携課） 

 

業務名 

 

業務内容 

 

担当課等 

目標とする復旧時間・期間 
 

優先度 

連携が必要な他

の所属名 

3時間 
以内 

24時間 
以内 

3日 
以内 

1週間 
以内 

1ヶ月 
以内 

避難住民対策 
指定避難所としての支援（避難者リーダーと 
の調整・現状確認・本部への報告） 地域連携課 → → → → → ◎ 図書情報課 

地域連携棟に関する

こと 

災害発生後に、直ちに職員及び利用者の

安全確認と情報集約を行う。併せて、建物 

の被害状況を調査する。 

 

地域連携課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

   

◎ 

 

法人財務 

学生の地域活動等の

支援に関すること 

災害発生後に、直ちに学生の安全確認と情

報集約を行う。 

（地域学実習、立志社中、CSL） 

 

地域連携課 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

   

◎ 

学生支援関係と

の調整が必要 

地域との連携に関す 
ること う。 地域連携課    → →   

各種行事に係る業務 
公開講座等の各種行事の開催有無の決 
定、その周知を行う。 地域連携課    → →   

各種事業に係る業務 
授業再開のスケジュール等について通知 
(県民開放授業、履修証明プログラム） 地域連携課   → →   教務課 
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各論 3 災害時のこころがけ 

1. 火災の場合 

(ア) 早く知らせる 

① 「火事」ということを大声で叫び、近くの人に早く知らせるようにする。 

② 非常ベルがあれば使用し、慌てずに１１９番に通報する。 

 

(イ)早く消火する 

① 身の安全を守るための脱出口を確保してから、バケツ、消火器、濡れた布などを使って消火

に当たる。ただし、薬品火災については、消化器及び水を使用できないものがあるので注意

する。 

※火災は原則として天井に火が燃え移らないうちは消火可能 

③ 必要に応じて自衛消防隊を編成し、消火活動に当たる。 

④ 消防隊が到着した場合には、火災の延焼状況を報告するとともに、可能な範囲で消火活動に協

力する。 

 

(ウ)早く避難する 

火が大きくなった時には無理な消火をしようとせず、次の要領で素早く避難する。 

① タオルやハンカチで鼻と口を覆い、煙を吸わないようにできるだけ姿勢を低くして避難する。 

② 煙で前が見えない場合は、壁に手を当て方向を確認しながら避難する。 

③ 避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉め、延焼をできるだけくい止める。 

④ 一度避難したら再び戻らない。 

 

2. 地震の場合 

(ア) まず、身の安全を確保 

① 最初の揺れにより、瞬時の判断が必要。 

② あわてて外に飛び出さない。 

③ ガラス飛散の恐れがある窓際や落下・転倒の恐れがある家具などから離れる。 

④ 机やテーブルなどの下にもぐって身を守る。 

   このとき机などがぐらつかないよう、机などの脚をしっかり押さえる。 

 

(イ)すばやく火の始末 

① 揺れが大きい場合は無理をせず、揺れが収まるのを待つ。 

② 揺れが小さい場合は、使用中のガス器具・ストーブなどを素早く消す。 

③ ガス器具は元栓を閉め、電気器具はコンセントを抜き、ブレーカーを切る。 

 

(ウ)脱出口を確保 

① 地震による家の歪みで扉が開かない場合、揺れを感じたら、素早く玄関・窓などを開けて非

常脱出口を確保する。 

 

(エ)正しい情報を確認 

① ラジオや市町の同報無線などから正確な情報をつかみ、的確な行動を取る。 
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② デマや噂に惑わされない。 

③ 地震直後で携帯ラジオがない場合、カーラジオを利用するのも一つの方法。 

 

(オ)外へ逃げるときはあわてずに 

① 揺れが収まるのを待って、周囲の状況を確かめてから避難すること。 

② 足元の散乱物や、頭上の落下物に注意して避難する。素足はダメ。 

③ 電気が復旧した時、火災の原因になるので、ブレーカーは切っておく。 

 

(カ)避難は徒歩で 

① 避難に車は使わない。 

② 誰が何を持ち出すのか、家庭内で役割分担を決めておく。 

③ 家族が離れ離れになった場合の集合先、連絡方法を決めておく。 

 

(キ)狭い路地・崖・川べりに近づかない 

① 狭い路地や塀際では、瓦などが落ちてきたり、ブロック塀や自動販売機が倒れてきたりするこ

とがあるので近づかない。 

② 崖や川べりは、地盤のゆるみで崩れやすくなっている場合があるので近づかない。 

 

(ク)協力しあって消火・救出・救護 

① 近所で火災が発生していたり、閉じ込められている人がいたら、近隣住民と協力しあって消火・

救助にあたる。 

② 災害時は、病院等で手当できる患者の人数に限りがあるので、軽症者などの処置は、お互いに

協力しあって応急救護をする。 

 

(ケ)避難は徒歩で 

① 避難に車は使わない。 

② 誰が何を持ち出すのか、家庭内で役割分担を決めておく。 

③ 家族が離れ離れになった場合の集合先、連絡方法を決めておく。 

 

(コ)火災を見つけたらすぐ消火 

① 火が天井まで燃え移る前なら消火できるチャンスがある。 

② 消火器やバケツなどで初期消火をする。 

③ 消火不能な場合は、直ちに部屋のドアを閉め、火災が発生したことを大声で周囲に伝えながら

避難する。 

④ 火災で煙が発生したら身をかがめ、水で湿らせたハンカチなどで口をふさぎ、煙を吸い込まな

いよう注意して避難する。 

 

(サ)山崩れ・崖崩れ・津波に注意 

① 山・崖崩れや津波などの危険が予想される地域は、避難命令を待たずにすぐに避難を開始する。 

② 海岸の近くで揺れを感じたら、津波の発生を警戒し、すみやかに高台やビルの屋上などに避難

する。 
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3. 風水害の場合 

(ア) 気象情報に注意しながら、自分の居室のある建物の点検を行い、必要に応じて補強する。また屋

外の飛散する恐れのある物を屋内に搬入する。 

(イ) 大木やブロック塀等倒壊の恐れのあるものから離れる。車やバイク等も必要に応じて移動させる。 

(ウ) 低地においては土嚢を準備するなど、浸水防止に努める。 

(エ) カーテンやブラインドにより窓ガラスの飛散に備えるとともに、窓ガラスから離れる。 

(オ) 土砂崩れ等が想定される地区においては、早めに避難準備を進める。 
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各論4 災害の備え 

1. 災害に備えて 

(1) 突発的な災害に備えるため、日頃から次の点に留意しておく。 

(2) 建物等の非常口や災害時の避難場所を確認しておく。 

(3) 講演会等で多数の人が集まる会場においては、必ず避難経路を事前に参加者に周知しておく。 

(4) 書棚等転倒の恐れのあるものには、転倒防止装置等を取り付けておく。 

(5) 重い物、割れやすい物を書棚の上などに置かない。 

(6) 床のコード配線等を整理しておく。 

(7) 廊下に荷物を置かない。 

(8) ガス栓等の場所を確認しておく。 

(9) 災害発生時の通報体制を整備・確認しておく。 

(10) 被災時の居場所の確認のため、研究室や事務室単位等で緊急時連絡網を作成し、携帯しておく。 

(11) 災害対策本部が設置された場合の自分の役割を確認しておく。 

 

2. 自宅等で災害に遭遇した時 

 (1) 備え 

(ア)日頃から、インンンターネットで自宅住所の防犯マップで、津波・浸水・土砂崩れなどのリスク

を把握しておく。 

(イ)避難場所、避難経路の確認をしておく。 

(ウ)自宅・自室の安全性をチェックし、3日分程度の食料と水の確保をしておく。 

(2) 対応 

(ア)自宅で災害にあった時は、自身の安全の確保に努める。 

(イ)テレビ、ラジオ等で交通機関及び道路の遮断等の情報収集に努める。 

(ウ)安否確認のためのメールが大学から発信されるので、必ず応える。(大学は連絡がつくまで、安

否確認のためのメールを送ります。) 

(エ)無理して出勤・登校せずに、大学に連絡あるいはキャンパスポータルシステム等により休業・休

校状況について確認する。休業・休校になっていない場合でも、自身で出勤・登校することが危

険だと判断したときは自宅で待機し、大学に事情等を連絡する。 

(オ)危険な状態がなくなり、交通機関等が復旧した場合は、大学の状況を確認してから出勤・登校す

る。 

 

3. 学外で災害に遭遇した時 

出張先中など、職場や自宅から離れた場所において被災することも大いにあり得る。当然、公共交通手

段もストップする可能性も高く、道路状況も不明である。もし、外出先で震災発生に遭遇したら、以下の

対応をする。 

(1) 身の安全を確保する（落下物に注意） 

(2) 周囲の救助救援（二次災害を避ける範囲まで） 

(3) 家族の安否確認（特に外出者が置かれている状況を送信） 

(4) 職場への連絡 

(5) 積極的に動かない、滞在する自治体の援助を受ける（帰宅困難者として） 

(6) 情報収集した上で、自宅までの移動について検討する  
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各論5 火災発生時の対応 

1) 火災発見時の措置 

火災を発見した場合の措置は次のとおりとする。 

(1) 自動火災報知設備により火災を感知した場合 

(2) 事務局にいる職員が、表示区域を確認し現場へ急行し、火災を確認後、通報・連絡する。 

(3) 人が直接発見した場合 

(4) 発見者は、周囲に大声で火災を知らせ、近くの非常ベル等の発信機を押すとともに、119番への通報

や事務室等に連絡する。 

 

2)  初期消火 

(1) 初期消火班は、出火現場に急行し、消火器又は屋内消火栓等を活用して適切な初期消火にあたる。 

(2) 火災発生場所の近くにいる者は、身近に設置してある消火器、バケツの水等により消火活動を行

う。 

 

3)  避難誘導 

(1) 避難誘導班は、避難経路図（別図）に基づいて、避難誘導する。 

(2) エレベーターによる避難は、原則として行わないものとする。 

(3) 屋上への避難は原則として行わないものとする。 

(4) 避難誘導担当者は、避難方向が分かりにくい曲がり角、非常口等に立って誘導する。 

(5) 避難誘導にあたっては、拡声器等を利用して避難者に避難方向や火災状況を知らせ、混乱防止に留

意し、落ち着いて行動するように周知しながら誘導する。 

(6) 避難誘導担当者は、負傷者及び逃げ遅れた者の確認を行い、自衛消防隊長又は統括管理者に報告す

る。 

 

4)  安全防護 

(1) 安全防護班は、逃げ遅れた者がいないことを確認した後、防火戸や防火シャッターを閉鎖する。 

(2) 空調設備は、ダクトによる火や煙の拡散を防ぐため、原則として停止させることとする。 

(3) 危険物等消火活動に支障となる物件が、火災発生場所の近くにある場合は、できるだけ早く除去

するものとする。 

(4) エレベーターは、原則として停止するものとする。 

 

5)  応急防護 

(1) 救護班は、救護所を消防隊の活動に支障のない安全な場所に開設する。 

(2) 救護班は、負傷者の応急手当を行い、救急隊と連絡を密にして、負傷者を速やかに搬送できるよう

に適切な対応を行う。 

(3) 救護班は、負傷者の氏名、負傷程度など必要な事項の記録に努める。 

(4) 逃げ遅れた者の情報を得た場合、救護班は現場へ急行し、他の班の協力を得て安全な場所へ救出す

るものとする。 

(5) 救出の優先順位は、人命への危険が切迫している者からとし、多数の要救助者がいる場合は、救出

作業が容易な人を優先する。  
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各論6 地震発生時の対応 

1) 地震発生時の初期対応 

（１） 地震災害に伴う活動は、広範囲かつ長時間に及ぶことから別記の「災害対策本部」を設置する。 

（２） 身体の防護 

地震発生時は、揺れがおさまるまで身体の安全を図る。 

（３） 初期情報の収集 

同時多発する地震災害では、初期情報の収集がその後の活動の基本となるため、次のように対応する。 

(ア)情報は災害活動の拠点となる災害対策本部に一元化し収集する。 

(イ)災害対策本部は建物図面等の関係資料を速やかに準備する。 

(ウ)災害対策本部は、学内の棟ごとに配置された教職員等から情報収集する。 

(エ)ラジオ、テレビ、インターネットから情報収集する。 

(4) 安心情報の提供 

災害対策本部は、揺れがおさまった後、早期に学内放送を行い、在学者の不安感を除く放送を開始する。 

(ア)学内の被害状況等について逐次情報提供を行いパニックの発生防止に努める。 

(イ)負傷者情報を災害対策本部に提供するように呼びかける。 

(ウ)余震等による落下物からの身体防護を呼びかける。 

(5) 初期対応 

(ア)火気使用設備器具の直近にいる者は、揺れを感じたとき又は大きな揺れがおさまった後、電源や

燃料バルブを遮断する。 

(イ)情報収集連絡班は、学内に居る者の安全確保のため次の内容を放送する。 

① エレベーターの使用禁止 

② 落下物からの身体防護の指示 

③ 屋外への飛び出しの禁止 

(ウ)二次災害の発生を防止するため、建物、火気使用設備器具、危険物施設等の点検、検査を実施し異

常が認められる場合は、使用禁止等の応急措置を行う。 

 

2) 緊急地震速報の活用 

(1) 情報収集連絡班は、常時ラジオやテレビを受信し、緊急地震速報の傍受態勢をとる。 

(2) 緊急地震速報受信時の対応 

(ア)安全防護班、警備員等は、避難口等の防火戸の電気錠を解錠し、避難経路を確保する。 

(イ)パニックの発生を防止するため学内一斉放送を行う。 

(ウ)火気使用設備器具担当者は、出火防止のため電源や燃料のバルブを遮断する。 

 

3) 被害状況の確認 

(1) 統括管理者は、建物全体の被害及び活動状況を一元化し管理する。 

(2) 被害及び活動状況の把握 

(ア)統括管理者は、各班長からそれぞれの担当業務における活動状況について報告を受ける。 

(イ)情報の優先順位は、負傷者、閉じ込められた者の発生状況、火災等の二次災害の有無、建物構造等

の損壊状況等とする。 

(ウ)統括管理者は、情報収集連絡班を増強し、機器情報及び学内巡回等による情報収集を強化する。 

(3) 被害状況等の伝達 
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(ア)統括管理者は、各班長に建物全体の被害状況及び各班の活動状況を伝達し、災害活動の円滑化を

図る。 

(イ)統括管理者は、必要に応じて学内放送により学内の被害状況や活動状況等を伝達し、在学者の不

安解消を図る。 

(ウ)テレビやラジオ等からの情報を収集し必要に応じて学内放送で伝達する。 

 

4) 救出救護 

（１） 救出救護活動は、生存率の高い時間内に迅速かつ効率的に行う必要があり、消防機関等の迅速な

活動が期待できない場合は、自衛消防隊が主体となって行う。 

（２） 救出救護の原則 

(ア)損壊建物等の下敷きになっている人の救出活動で同時に火災が発生している場合は、原則として

火災を制圧してから救出活動にあたる。 

(イ)救出の優先順位は、人命の危険が切迫している人から救出し、多数の要救助者がいる場合は、救

出作業が容易な人を優先する。 

（３） 二次災害の防止 

(ア)損壊建物等での救出活動では、要救助者及び救出作業者の安全を確保するための監視員を配置し、

二次災害の発生防止に努める。 

(イ)損壊建物等での救出作業では、不測の事態に備えて消火器や水バケツ等を準備する。 

(ウ)救出活動でチェーンソーやエンジンカッター等の機器を使用する場合は、機器の取扱いに習熟し

た者が担当する。 

（４） 応援の要請等 

(ア)救助にあたる者は、損壊建物等での救出活動に際し、人手が不足する場合は、自衛消防隊長に応

援要請を行うとともに、周囲の人に協力を要請する。 

(イ)必要と認められる場合には、速やかに使用可能な連絡手段を用いて関係者や別表９に定める関係

機関等に連絡及び出動を要請する。 

（５） 応急救護所の設置及び搬送 

(ア)救護班は、大きな揺れがおさまった後、早期に応急救護所を設置する。 

(イ)応急救護所は、避難等の障害とならない場所に設置する。 

(ウ)応急救護班は、負傷者が発生した場合は、応急手当を行うとともに、被害状況により緊急を要す

る場合は、医療機関に搬送する。 

(エ)消防機関の救急隊による搬送が期待できない場合の搬送手段、搬送経路等について選定する。 

(オ)高知医療センターから軽症者、避難者等の受け入れ要請があった場合の救護所運営については、

別途定める。 

 

5) エレベーター停止への対応 

（１） 自衛消防隊長は、速やかにエレベーターの運行状況を確認し、次の活動を行う。 

(ア)安全防護班又は警備員は、インターホンで各エレベーター内に呼びかけ、閉じ込め者の有無につ

いて確認する。 

(イ)閉じ込め者が発生した場合は、速やかにエレベーター管理会社の緊急連絡先に連絡する。 

(ウ)閉じ込め者の発生したエレベーターの停止位置を確認するとともに、インターホンにより閉じ込

め者へ呼びかけを開始し、エレベーター管理会社への連絡、その他地震の状況等を適宜連絡し、
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閉じ込め者を落ち着かせる。 

(エ)エレベーター管理会社の到着が著しく遅れるなど緊急やむを得ない場合は、エレベーター管理会

社の到着が待てない場合は、消防署のレスキューに依頼し、救出活動を行う。エレベーターに関

する救助は危険なので、素人は関わらない。 

(オ)エレベーター管理会社が到着した場合は、エレベーターの停止位置等の情報を伝達し、現場へ誘

導する。 

（２） 復旧対策等 

(ア)停止したエレベーターは、安全確認が終了するまで使用禁止を徹底する。 

(イ)長周期地震動によりエレベーターが停止した場合は、震度にかかわらず綿密な点検を行い、安全

を確認する。 

(ウ)地震後の早期復旧について、エレベーター管理会社との連携体制等について確保する。 

（３） 報告等 

(ア)教職員等がエレベーターに閉じ込められた場合には、インターホンでその旨を連絡するとともに、

けが人の有無等を報告する。 

(イ)エレベーターの閉じ込めを発見した者は、速やかに災害対策本部に報告する。 

 

6)  地震による出火防止への対応 

（１） 地震による火災は、同時多発するとともに消火設備の機能の低下等により対応が困難となること

から出火防止等の徹底を図る。 

(ア)火気使用設備器具の直近にいる者は、地震を感じたとき又は大きな揺れがおさまったときには、

電源の遮断及び燃料バルブの閉鎖等の出火防止を行う。 

(イ)火気使用設備器具の担当者は、燃料の自動停止装置の作動の確認及びバルブの閉鎖等を行う。 

（２） 初期消火 

(ア)自衛消防隊長は、出火危険場所に初期消火班を派遣し、早期発見・消火を行う。 

(イ)複数の出火箇所がある場合の消火活動は、避難経路となる場所を優先して行う。 

 

7)  避難施設・建物損壊への対応 

（１） 自衛消防隊長は、情報収集連絡班、学内に配置された避難誘導班及び安全防護班等からの被害情

報等を総合的に判断し、安全な避難経路の選定を行う。 

(ア)安全防護班は、揺れがおさまった後、各棟の避難口、廊下、避難階段等の防火戸、防火シャッター

の開閉状況を確認し、安全な避難経路を選定するとともに自衛消防隊長に報告する。 

(イ)自衛消防隊長は、防火戸、防火シャッターの開閉等の機能障害を把握した場合は、速やかに代替

の避難経路を選定し避難誘導班に指示する。 

(ウ)火災が拡大し消火が困難となった場合は、避難者の避難完了を確認した後、防火戸及び防火シャ

ッターを閉鎖し区画する。 

（２） 安全区画の形成 

(ア)安全防護班は、防火戸や防火シャッターの自動閉鎖機能に支障が生じ閉鎖しない場合は、手動操

作によって行う。 

(イ)避難誘導班は、建物損壊や収容物の倒壊等によって、防火戸、防火シャッターの閉鎖障害が生じ

安全区画を変更する場合は、区画内の避難者の確認及び速やかな自衛消防隊長への報告を行う。 
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8)  ライフライン等の不全への対応 

(1) ライフライン等の機能不全への対応は次のとおりとする。 

(ア)停電への対応 

① 自衛消防活動に必要な携帯用照明器具、発動発電機、バッテリー、懐中電灯等について確保

する。 

② 地震後、常用電源が供給された場合の二次災害防止のためブレーカー等の遮断を徹底する。 

(イ)ガス供給停止への対応 

① 地震動によるガス配管等からの漏洩の点検を行う。 

② ガスの漏洩を発見した場合は、直近の遮断弁を閉鎖し、周囲の人を速やかに退避させ、火源

（電灯、スイッチ等を含む。）に注意して、拡散させる。 

(ウ)断水への対応 

① 水道が使えない旨及び節水するよう、放送設備等で学内に周知する。必要があれば、トイレ

用には上水を使用できないような措置を取る。 

② 飲料用水は、貯水槽等の損壊等の被害状況を確認した後、給水する。 

③ 災害活動の長期化に伴う生活用水等の確保については、時期を失することなく要請する。 

(エ)通信障害への対応 

① 災害対策本部及び自衛消防隊員間の連絡は、トランシーバー等の通信手段を確保する。 

② 電話による通信は、原則として緊急通信に限定し、学生及び教職員の安否については、安否

確認システムや災害伝言ダイヤルを活用する。 

(オ)交通障害への対応 

① 交通機関の運行状況に関する情報の収集を強化する。 

② 道路の亀裂、陥没による通行止め情報の収集にあたる。 

③ 交通障害が長期化するおそれが生じた場合は、早期に必要物資等の応援要請を行う。 

(カ)活動支援体制の強化 

災害活動が長期化する場合は、災害対策本部は、自衛消防隊の要員の交代や日常生活物資の補給の

強化を行う。 

 

9)  避難の開始 

（１） 統括管理者は、地震が発生した場合、被害状況を総合的に判断し、避難するかどうかの判断をす

るものとする。 

（２） 前項の規定によらず、防災関係機関から避難命令があった場合は、速やかに避難誘導を行う。 

 

10)  避難命令の伝達 

（１） 避難に関する命令伝達は、視聴覚障害者、外国人等を考慮し、放送設備等を使用して行う。 

 

11)  避難上の留意事項 

（１） 自衛消防隊長は、地震時の避難については、在学者等の混乱防止に努めるほか、次によるものと

する。 

(ア)建物の倒壊危険等がある場合は、在学者等を速やかに屋外へ避難させる。 

(イ)自衛消防隊長は、避難の指示を出すまで、学生・教職員等を落ち着かせ、照明器具や棚等の転

倒落下に注意しながら、柱の回りや壁ぎわなど安全な場所で待機させる。 
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(ウ)自衛消防隊長は、避難を行う場合、各階の避難経路に避難誘導員を配置して行う。 

（２） 一次避難場所への避難 

(ア)本建物の躯体は、耐震構造上安全であるので、原則として屋外に避難しないものとする。一

次避難場所の位置は、添付「一次避難場所」参照。 

(イ)一次避難場所で、天井の落下、収容物の転倒落下、火災が発生するなど危険が切迫した場合

は、共用棟前広場又は体育館等の安全な場所に避難させる。 

(ウ)傷病者等自力避難困難者に対しては、担当員を配置し、誘導させるなど一次対応を行う。 

(エ)避難誘導班長その他誘導担当員は、避難状況を自衛消防隊長に連絡する。 

 

12)  帰宅困難者対策 

（１） 自衛消防隊長は、帰宅困難となるおそれのある学生及び教職員等に対する保護・支援の確保及び

情報の提供等の手段を講じておくものとする。 

（２） 自衛消防隊長は、帰宅困難者に対し次のことを行う。 

(ア)鉄道等交通機関の運行状況及び地震被害状況の把握に努め、館内放送等を活用して、在学者

に情報を伝達する。 

(イ)各班長への帰宅困難者対策実施の指示 

(ウ)帰宅困難者情報の関係機関等への提供 

(エ)救護施設の設置指示と救護物資の支給 

(オ)学生及び教職員やその家族の安否情報の確認・連絡手段として通信機関の災害用伝言ダイヤ

ル等を活用した連絡体制を確立する。 

 

13)  ライフライン、危険物等に関する二次災害発生防止 

（１） 自衛消防隊長は、地震発生後、建物の使用開始及び復旧作業等に伴う災害発生を防止するため点

検・検査員及び安全防護班等に、次のことを行わせるものとする。 

(ア)火気使用設備器具、電気器具等からの火災発生要因の排除又は使用禁止措置を行う。 

(イ)危険物品からの火災発生要因の排除、安全な場所への移管又は危険場所への立ち入り禁止措

置を行う。 

(ウ)避難経路の確保及び建物内損壊場所等の応急措置を行う。 

(エ)消防用設備等の使用可否の状況を把握するとともに、使用可能な消火器等を安全な場所に集

結しておく。 

(オ)エレベーター、空調設備等の稼動開始に伴う安全確認及び防護措置を行う。 

(カ)給水開始に伴う水道配管等の漏水防止措置を行う。 
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各論 7 風水害時の対応 

1) 風水害・台風が発生した場合 

(1) 飛来物により窓ガラスが割れることがあるので注意する。 

(2) ドアや窓を開け閉めする際は、強風にあおられて急激に開閉し、挟まれたりぶつかったりするこ

とがあるので注意する。 

(3) 台風が接近してから屋外に出るのは危険なので不用意に戸外へ出ず、安全な建物内で風雨が収ま

るまで待機する。また、一旦強風が収まっても再び強風が吹き返すことがあるので、戸外行動は

必ず気象情報等で安全を確認してから行う。 

(4) 水害が発生した場合は感電・漏電の危険があるので注意する。 

 

   風水害等非常時における授業等の対応は「高知県立大学風水害等非常時における授業・学期末試験

の取り扱いについて（申し合わせ）」参照 

 

2) 土砂災害（がけ崩れ，地すべり，土石流等）が発生した場合 

(1) 土砂災害の多くは雨が原因となることが多く、１時間に２０ミリ以上または降り始めから１００

ミリ以上の降雨量となったら危険なので傾斜地等から離れた安全な場所に避難する。 

(2) 地割れ、湧水、樹木の傾斜、落石等の異常現象が見られる場合は、学生等に警告を発して避難さ

せ、ロープを張るなどの措置により危険区域への立ち入りを禁止する。 

(3) 土石流に巻き込まれそうになった場合は流れに対して横方向に逃げるようにする。速度が速いの

で流れを背にして逃げるのは危険。 

 

    附  則 

 この基本マニュアルは、令和 3年 4月 1日から施行する。 

 

 

 




